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  - 1 -  

(単位：ｔ)

可燃ごみ（焼却灰） 6,086.4 6,100.4 1,172.0 －

ばいじん処理物 1,545.6 4,577.5 409.3 －

不燃・粗大ごみ 120.7 230.9 52.0 －

し尿処理汚泥 1.0 5.8 －

溶融処理物 －

7,752.7 10,909.8 1,639.1 －

  上水汚泥 64.8 239.8 214.5 －

  下水汚泥 494.9 1,476.0 27.3 －

559.7 1,715.8 241.8 －

燃え殻 88.7 82.5 22.0 －

汚泥 1,626.1 4,403.4 106.0 －

鉱さい 524.1 300.9 4,263.1 －

ばいじん 283.1 58.5 974.4 －

その他の廃棄物 200.9 3.0 －

廃プラスチック 121.8 －

ゴムくず －

金属くず 4.1 2.9 －

ガラス陶磁器くず 326.5 358.9 －

がれき類 3,130.6 1,367.3 －

小　　計 6,305.9 4,848.3 7,094.6 －

廃プラスチック － － － －

ゴムくず － － － －

金属くず － － － －

ガラス陶磁器くず － － － －

がれき類 － － － －

小　　計 － － － －

6,305.9 4,848.3 7,094.6 －

6,865.6 6,564.1 7,336.4 －

安 残土 － － － 425.3

定 購入残土 － － －

型 小　　計 － － － 425.3

管 残土 2,391.4 214.7 －

理 購入残土 － － －

型 小　　計 2,391.4 214.7 －

安 浚渫土砂 － － － －

定 無料浚土 － － － －

型 小　　計 － － － －

管 浚渫土砂 － － － －

理 無料浚土 － － － －

型 小　　計 － － － －

17,009.7 17,688.6 8,975.5 425.3

(埋立量内訳) 振替量（安定型⇒管理型） － 管理型 －

※がれき類の11ｔは泉大津沖処分場へ埋立てた。 安定型 19,352.3

  廃棄物の種類
大阪
基地

堺基地
和歌山
基地

泉大津
基地

泉大津沖埋立処分場

直接投入 埋立処分量

－

一
般
廃
棄
物

－ －

－ －

－ －

－ －

－

　　合　　　計 － －

産
 
 
業
 
 
廃
 
 
棄
 
 
物

上
下
水

汚
泥

－ －

－ －

　 合　　計 － －

民
 
間
 
産
 
業
 
廃
 
棄
 
物

 
 
 
管
 
 
理
 
 
型

 
 
 
産
　
 
 
 
 
廃

－ －

－ －

－

－ －

－ －

－ －

－

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

 
安
 
定
 
型

 
産
 
　
 
廃

－ －

－ －

－

　 合　　計 － －

　　合　　　計 － －

－

－ －

－ －

－ －

18,764.0 19,189.3

163.0 163.0

陸上残土
18,927.0 19,352.3

－ －

浚渫土砂
－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

総　　　計 18,927.0 19,352.3

Ⅰ 泉大津沖埋立処分場及び泉大津基地  

１ 環境監視結果の概要  

1.1 処分場の受入量  

令和7年2月の大阪基地等４基地での廃棄物等の受入れ状況は表１－１に示すとおり

である。泉大津沖埋立処分場では、泉大津基地に搬入の陸上残土 425.3ｔ、直接投入

の陸上残土 18,927.0t(残土18,764.0ｔ、購入残土163.0t)の合計 19,352.3tの受入れを

行った。 
 

表１－１  廃棄物等の受入れ状況（令和 7年 2月分）  
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注）残土のみの受入であり、ポンド部の投入はなく、覆土の作業のみを行った。  

 凡      例  

◎  水質基本監視点 
□  底質、海生生物(付着生物及び漁業生物を除く) 

 付着生物基本監視点 

 水質補助監視点(内水) 

× 排水処理施設 

× 放流水監視点(放流口に設定) 

●  発生ガス監視点 

▼  水質補助監視点(護岸から30ｍ) 

 漁業生物監視点 

 ▲  交通総量・廃棄物車数監視点 

◇  大気監視点 

 

図１ -１  環境監視調査地点位置図（泉大津沖埋立処分場及び泉大津基地 :令和 7年 2月）  

B類型  

C類型  

類型Ⅲ  

類型Ⅳ  

COD水 域 類 型 境 界  
 全 窒 素 ､全 り ん 水 域 類 型 境 界  
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注 )平成 26年度から大気監視点 Aを変更  

一 部 竣 功 エ リ ア (管 理 型 区 画 )  

一 部 竣 功 エ リ ア (安 定 型 区 画 )  

埋 立 完 了 区 域 (管 理 型 区 画 )  

埋 立 完 了 区 域 (安 定 型 区 画 )  
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測定・調査項目 測定点 測定点数 頻  度

 濁度、水温、COD(化学的

 酸素要求量)、DO(溶存酸

 素量)、pH

 COD、pH、全窒素 月１回

 透明度、水温、 SS、

 COD、DO、pH

 ｸﾛﾛﾌｨﾙa、FSS(不揮発性

 浮遊物質量)、塩分

放流水(St.11)
補助監視点(St.8)

 濁度、透明度、水温

 SS、ｸﾛﾛﾌｨﾙa、FSS、

 塩分、COD、DO、pH

 全窒素、全燐、

 大腸菌数、

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質

 ﾌｪﾉｰﾙ類、銅、亜鉛、

 総ｸﾛﾑ、溶解性鉄、

 溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ、硝酸性窒 補助監視点(内水)

 素、亜硝酸性窒素 (St.9注1)

 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、有機燐、

 鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、

 総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、

 PCB、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、

 四塩化炭素、

 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、

 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、

 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、 補助監視点(内水)

 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 (St.8)

 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、

 ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、

 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、

 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素

 及び亜硝酸性窒素、

 ほう素、ふっ素、

 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ、ｱﾝﾓﾆｱ等、

 ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

 (注)有機燐及びほう素は

    St.8,9,11のみ,ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

    及び1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝは

　　St.12,13のみ測定

管理型排水処理
施設放流水

(St.11)

補助監視点(内水)
(St.8)

補助監視点
(St.12,13)

基本監視点
(St.1,3～7)
補助監視点
(St.12,13)

水 質

 ダイオキシン類

2/1～28連続測定

１地点
管理型排水処理施

設放流水
(St.11) 2/4,12,18,25週１回

 大腸菌数、大腸菌群数 ２地点

管理型排水処理
施設放流水
(St.11)

2/4,12,18,25週１回

2/4年４回

補助監視点(内水)

(St.8,9注1)
２地点

2/20年４回10地点

補助監視点(内水)

(St.9注1)
１地点 年１回 2/4

４地点 年４回 2/4

注1）St.9は埋立ての進捗に伴って、内水が消滅したため、令和3年度より測定を終了した。

2/4

年２回８地点

１地点 年４回 2/4

環境項目 実　施　日

 SS(浮遊物質量)

2/4

１地点 年１回 －

基本監視点
(St.1,3～7)
補助監視点

(St.8,12,13)
放流水
(St.11)

基本監視点
(St.1,3～7)
補助監視点
(St.12,13)

８地点 月１回 2/20

2/20

１地点 年４回

1.2 環境監視の実施状況  

環境監視計画に基づく令和7年2月の環境監視の実施状況は次表のとおりである。 
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環境項目 測 定・調 査 項 目 測 定 点 測定点数 実　施　日

 含水率、粒度組成、

 COD、強熱減量、

 全窒素、硫化物、

 全燐、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、ｼｱﾝ、

 有機燐、鉛、六価クロム、

 PCB、砒素、総水銀、

 ｱﾙｷﾙ水銀、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

 銅、亜鉛、ふっ素

 プランクトン 2/20

 底生生物 2/25

 魚卵・稚仔魚 2/25

 付着生物 St.14,15 ２地点 2/12

 漁業生物 St.16,17 ２地点 2/24～25

毎正時
(10時間)

 廃棄物車数(2車種分類注)) 全交通量

 二酸化硫黄、一酸化窒素、

 二酸化窒素、浮遊粒子状

 物質、風向・風速

風上・風下

 悪臭物質
（悪臭防止法22物質）

発 生 ガ ス  メタン濃度 Ｆ１,Ｆ２ ２地点 2/5

注)２車種分類とは、総交通量、廃棄物車とも大型車と大型車以外の２種とする。

年２回

－

Ｅ １地点 年１回 －

大 気 質

悪 臭

 臭気強度、臭気濃度 Ｄ１,Ｄ２ 年２回

騒音 ･振動  騒音レベル、振動レベル

年２回

毎正時

(10時間)

交 通 量

 総交通量（2車種分類注))

Ａ,Ｂ,Ｃ ３地点 2/14

底 質 ６地点 年２回 2/25

海 生 生 物

６地点

年４回

基本監視点
(St.1,3～7)

2/14～20

－

(連続)

頻  度

基本監視点
(St.1,3～7)

年４回

1週間

年４回
Ａ,Ｂ ２地点
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1.3 環境監視の結果  

〔１〕海域調査 

(1) 水質 

水質の調査結果を表１－２～表１－４に示す。 

 

①日調査  

放流水（表１－２）  

[管理型排水処理施設放流水(St.11)] 

濁度は 18～34度(カオリン）、CODは 16～21mg/Ｌ(管理基準値60mg/Ｌ)、pHは 7.5～

7.9(管理基準値5.0以上9.0以下)であり、特に問題のない結果であった。 

 

②週調査  

内  水（表１－３）  

[管理型区画内水(St.8)] 

SSは 13～14mg/Ｌ、CODは 25～27mg/Ｌであった。 

 

[安定型区画内水(St.9)] 

埋立ての進捗に伴って、内水が消滅したため、令和3年度より測定を終了した。 

 

放流水（表１－３）  

[管理型排水処理施設放流水(St.11)] 

放流水のSSは 12～14mg/Ｌ（管理基準値50mg/L）であった。 

 

③月調査  

海  域（表１－４ (1)）  

[基本監視点(St.1,3～7)] 

（表層） 

濁度は全監視点 <1度(カオリン)（目安値 11度(カオリン)）、FSSは全監視点 <1mg/Ｌ（監視

基準値 ５mg/Ｌ）、CODは 1.8～2.2mg/Ｌ、DOは 10～11mg/Ｌ、pHは全監視点 8.3であ

り、特に問題のない結果であった。 

（底層） 

濁度は全監視点 <1度(カオリン)（目安値 9度(カオリン)）、FSSは <1～1mg/Ｌ（監視基準値 

7mg/Ｌ）、CODは 1.8～2.1mg/Ｌ、DOは 10～11mg/Ｌ、pHは 8.2～8.3であり、特に問題

のない結果であった。 
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(参考 ) 環境基準  

St.1,3,4,5,7：Ｃ類型（ COD 8 mg/Ｌ以下、DO 2 mg/Ｌ以上、pH 7.0～8.3 ） 

St.6：Ｂ類型（COD 3 mg/Ｌ以下、DO 5 mg/Ｌ以上、pH 7.8～8.3） 

 

[補助監視点(St.12,13)] 

（表層） 

CODは 2.0及び1.5mg/Ｌ、DOは両監視点ともに10mg/Ｌ、pHは両監視点ともに 8.3で、

C類型環境基準を満足していた。 

（底層） 

CODは 1.8及び1.5mg/Ｌ、DOは 9.8及び9.7mg/Ｌ、pHは両監視点ともに 8.2で、C類

型環境基準を満足していた。 

(参考 ) 環境基準  

St.12,13：Ｃ類型（ COD 8 mg/Ｌ以下、DO 2 mg/Ｌ以上、pH 7.0～8.3 ） 

 

放流水（表１－４ (1)）  

 [管理型排水処理施設放流水(St.11)] 

CODは 26mg/Ｌ（管理基準値60mg/Ｌ）、pHは 7.5（管理基準値5.0以上9.0以下）、全窒

素は 47mg/Ｌ（管理基準値60mg/Ｌ）であった。 

 

④年４回調査  

海  域（表１－４ (1)～ (2) 、表１－４(4)）  

[基本監視点(St.1,3～7)] 

（生活環境項目） 

（表層） 

全窒素は  0.21～0.73mg/Ｌ、全燐は  0.023～ 0.028mg/Ｌ、大腸菌数は  <1～

6CFU/100mL、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質はいずれも報告下限値未満であり、特に問題のない結

果であった。 

（底層） 

全窒素は 0.26～0.41mg/Ｌ、全燐は 0.025～0.044mg/Ｌであり、特に問題のない結

果であった。 

(参考 ) 環境基準  

St.1,3,4,7：類型Ⅳ（全窒素 1 mg/Ｌ以下、全燐 0.09 mg/Ｌ以下） 

St.5,6：類型Ⅲ（全窒素  0.6 mg/Ｌ以下、全燐  0.05 mg/Ｌ以下）  

St.1,3～7：大腸菌数（Ｂ・Ｃ類型は基準なし） 

St.6：n－ﾍｷｻﾝ抽出物質（Ｂ類型 検出されないこと。Ｃ類型は基準なし。） 
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（特殊項目） 

（表層） 

銅は <0.001～0.001mg/Ｌ、亜鉛は 0.002～0.005mg/Ｌ、溶解性鉄は <0.01～

0.01mg/Ｌ、硝酸性窒素は <0.04～0.11mg/Ｌ、亜硝酸性窒素は <0.005～0.011mg/Ｌ

であり、その他の項目はいずれも報告下限値未満であった。 

（底層） 

銅は <0.001～0.002mg/Ｌ、亜鉛は 0.002～0.003mg/Ｌ、溶解性鉄は <0.01～

0.01mg/Ｌ、硝酸性窒素は <0.04～0.07 mg/Ｌ、亜硝酸性窒素は <0.005～0.006mg/Ｌ

であり、その他の項目はいずれも報告下限値未満であった。 

 

[補助監視点(St.12,13)] 

（生活環境項目） 

（表層） 

全窒素は 0.31及び0.19mg/Ｌ、全燐は 0.033及び0.028mg/Ｌ、大腸菌数は両監視点

ともに <1CFU/100mL、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質は両監視点ともに報告下限値未満であり、特

に問題のない結果であった。 

（底層） 

全窒素は 0.23及び0.20mg/Ｌ、全燐は 0.028及び0.030mg/Ｌであり、特に問題のな

い結果であった。 

(参考) 環境基準 

St.12,13：類型Ⅳ（全窒素  1 mg/Ｌ以下、全燐  0.09 mg/Ｌ以下）  

Ｃ類型（大腸菌数 基準なし、 n－ﾍｷｻﾝ抽出物質 基準なし）  

（特殊項目） 

（表層） 

銅は 0.001及び<0.001mg/Ｌ、亜鉛は 0.007及び0.003mg/Ｌ、硝酸性窒素は 0.05及

び<0.04mg/Ｌ、亜硝酸性窒素は 0.005及び<0.005mg/Ｌであり、その他の項目はいず

れも報告下限値未満であった。 

（底層） 

亜鉛は 0.002及び0.006mg/Ｌであり、その他の項目はいずれも報告下限値未満であ

った。 

 

（ダイオキシン類） 

ダイオキシン類は 0.069及び0.085pg-TEQ/Ｌ(SSは 3及び2mg/Ｌ)であり、環境基準

（1pg-TEQ/Ｌ以下）を満足していた。 
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内  水（表１－４ (1)～ (4)）  

 [管理型区画内水(St.８)] 

（一般項目） 

FSSは 7mg/Ｌであった。 

（生活環境項目） 

全窒素は 48mg/Ｌ、全燐は 0.078mg/Ｌ､大腸菌群数は <1個/cm3、大腸菌数は <1CFU

/100mL、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質は報告下限値未満であった。 

（特殊項目） 

フェノール類は 0.08mg/Ｌ、亜鉛は 0.009mg/Ｌ、溶解性マンガンは 0.12mg/Ｌで

あり、その他の項目は報告下限値未満であった。 

（健康項目） 

砒素は 0.009mg/L、ほう素は 2.1mg/Ｌ、ふっ素は 1.7mg/Ｌ、アンモニア等は 

19mg/Ｌであり、その他の項目は報告下限値未満であった。 

（ダイオキシン類） 

ダイオキシン類は 0.032pg-TEQ/Ｌ、SSは 13mg/Ｌであった。 

 

放流水（表１－４ (1)～ (4)）  

 [管理型排水処理施設放流水(St.11)] 

(生活環境項目) 

全窒素は 47mg/Ｌ(管理基準値60mg/Ｌ)、全燐は 0.066mg/Ｌ（管理基準値8mg/Ｌ）、

大腸菌群数は <1個/cm3、大腸菌数は 2CFU/100mLであり､ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質は報告下限

値未満であった。 

（特殊項目） 

フェノール類は 0.07mg/Ｌ、亜鉛は 0.017mg/Ｌ、溶解性マンガンは 0.12mg/Ｌで

あり、その他の項目は報告下限値未満であった。 

（健康項目） 

砒素は 0.009mg/L、ほう素は 2.2mg/Ｌ、ふっ素は 1.7mg/Ｌ、アンモニア等は 

18mg/Ｌであり、その他の項目は報告下限値未満であった。 

（ダイオキシン類） 

ダイオキシン類は 0.00092pg-TEQ/Ｌ、SSは 13mg/Ｌで、ダイオキシン類の管理基

準値（10 pg-TEQ/Ｌ)、さらにSSの管理基準値（50mg/Ｌ)を下回っていた。 

 

⑤年２回調査  

海  域（表１－４ (3)）  

[基本監視点(St.1,3～7)] 

（健康項目） 

砒素は 0.003～0.004mg/Ｌ、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は <0.045～0.12mg/Ｌ、
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ふっ素は 0.65～1.4mg/Ｌ、アンモニア等は 0.03～0.15mg/Ｌであり、その他の項目

は報告下限値未満であった。 

 

[補助監視点(St.12,13)] 

（健康項目） 

（表層） 

砒素は両監視点ともに 0.004mg/Ｌ、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は 0.055及び

<0.045mg/Ｌ、ふっ素は 1.4及び1.5mg/Ｌ、アンモニア等は 0.08及び0.03mg/Ｌであ

り、その他の項目は報告下限値未満であった。 

（底層） 

砒素は両監視点ともに 0.004mg/Ｌ、ふっ素は両監視点ともに 1.5mg/Ｌ、アンモニ

ア等は 0.01及び0.02mg/Ｌであり、その他の項目は報告下限値未満であった。 

 

(2) 底質 

底質の調査結果を表１－５に示す。 

 

①年２回調査  

海  域（表１－５ (1)～ (2)）  

[基本監視点(St.1,3～7)] 

シルト分以下(シルト、粘土)の占める割合は 73.2～98.6％であった。その他の項目

については、強熱減量が 5.5～10％、CODsedが 10～38mg/g乾泥、硫化物が 0.3～

1.2mg/g乾泥、全窒素が 970～2,500mg/kg乾泥、全燐が 220～580mg/kg乾泥であった。 

また、健康項目のうち、検出された項目は、カドミウムが 0.18～0.80mg/kg乾泥、

鉛が 30～59mg/kg乾泥、砒素が 8.3～10mg/kg乾泥、総水銀が 0.17～0.65mg/kg乾泥、

PCBが <0.01～0.02mg/kg乾泥、銅が 19～46mg/kg乾泥、亜鉛が 100～290mg/kg乾泥、

ふっ素が 87～120mg/kg乾泥であった。 
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(3) 海生生物  

海生生物の調査結果を表１－６～表１－12及び図１－２に示す。 

①年４回調査  

ｱ）植物プランクトン（表１－６ (1)～ (2)）  

種類数が表層では  24～ 27種類 (総種類数 39種類）、底層では  28～ 30種

類 (総種類数 46種類）の範囲にあり、細胞数は表層では  1,218～ 4,042細

胞 /mL、底層では  1,230～ 2,449細胞 /mLの範囲であった。  

ｲ）動物プランクトン（表１－７）  

種類数が 22～32種類（総種類数37種類）の範囲にあり、個体数は 61,992～

115,662個体 /㎥の範囲であった。  

ｳ）魚卵（表１－８）  

今回は、全調査点において何も採捕されなかった。  

ｴ）稚仔魚（表１－９）  

種類数が 0～2種類（総種類数3種類）の範囲にあり、個体数は 0～6個体/1,000㎥

の範囲であった。  

ｵ）底生生物（表１－ 10）  

種類数が 9～19種類（総種類数31種類）の範囲にあり、個体数は 81～447個体

/0.1㎡の範囲であった。  

ｶ）付着生物（表１－ 11(1)～ (4)）  

［ベルトトランセクト法による観察］  

種類数は植物が調査点 14で  17種類、調査点 15で  16種類、動物が調査

点 14で  32種類、調査点 15で  30種類観察された。  

鉛直分布では、調査点 14で植物のムカデノリ科、イギス科及び動物の

カンザシゴカイ科が広範囲にみられ、調査点 15で動物のカンザシゴカイ

科及びコケムシ綱が広範囲に多くみられた。  

［坪刈り調査］  

植物は種類数が両地点で 1～7種類（総種類数11種類）の範囲にあり、湿重量は

0.1ｇ未満～ 96.9ｇ /0.09㎡の範囲にあった。動物は種類数が両地点で  2～

33種類（ 総種 類数 56種類） の範囲 にあ り、個体 数は  104～ 3,254個体

/0.09㎡、湿重量は  0.9～ 59.8g/0.09㎡の範囲であった。  

ｷ）漁業生物（表１－ 12(1)～ (2)）  

種類数は調査点 16が  1種類、調査点 17が  2種類（総種類数 2種類）、個

体数では調査点16、17ともに2個体/網、さらに湿重量では調査点16が 1,620.1ｇ /網、

調査点 17が  588.8ｇ /網であった。  
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〔２〕陸域調査 

 交通量及び大気質の監視結果について、総括を表１－13に、各測定・調査項目ごとの結

果を表１－14～表１－21及び図１－３～図１－７に示す。 

 

(1) 交通量（表１－13、表１－14） 

ｱ）大阪臨海線沿道の測定点Ａ 

時間交通量は 1,927～3,186台、廃棄物車の時間交通量は 0～2台で推移し、測定日

の廃棄物車総交通量は 5台／10hrで、総交通量(23,789台／10hr)に占める割合は 

0.0%であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいも

のと考えられる。 

ｲ）泉大津美原線沿道の測定点Ｂ 

時間交通量は 602～912台、廃棄物車の時間交通量は 0～2台で推移し、測定日の廃

棄物車総交通量は 3台／10hrで、総交通量(7,563台／10hr)に占める割合は 0.0%であ

った。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいものと考え

られる。 

ｳ）泉大津基地近傍の測定点Ｃ 

時間交通量は 252～396台、廃棄物車の時間交通量は 0台で推移し、測定日の廃棄

物車総交通量は 0台／10hrで、総交通量(3,270台／10hr)に占める割合は 0.0%であっ

た。 

 

 (2) 大気質（表１－15～表１－21） 

ｱ）大阪臨海線沿道の測定点Ａ 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は西であり、平均風速は 2.1m/secであった。 

ｲ）泉大津美原線沿道の測定点Ｂ 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は南西であり、平均風速は 1.0m/secであった。 
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(3) 発生ガス（表１－22） 

発生ガス調査結果を表１－22に示す。 

発生ガス中のメタン濃度はＦ１地点が 3.0ppm、Ｆ２地点が 2.0ppmであった。なお、

大気環境中のメタン濃度はＦ１地点が 3.0ppm、Ｆ２地点が 4.0ppmであった。 

Ｆ１地点についてはアスファルト舗装されているため、平成19年度の調査から高濃

度の値が検出されていた。平成27年2月以降は低い値で推移していた。令和3年2月に

おいて近年では比較的高い値が検出されていたが、令和3年度以降は再び減少傾向に

転じている。［(参考：F1地点の濃度)H19年8月：380,000ppm(38%)、H20年8月：

280,000ppm(28%)、H21年2月：160,000 ppm(16%)、H21年8月：220,000ppm(22%)、H22

年2月：17,000ppm (1.7%)、H22年8月：37,000ppm(3.7%)、H23年2月：200,000ppm 

(20%)、H23年8月：380,000ppm(38%)、H24年2月：290,000ppm(29%)、H24年8月：

58,000ppm(5.8%)、H25年2月：17,000ppm(1.7%)、H25年8月：42,000 ppm(4.2%)、H26

年2月：15,000 ppm(1.5%)、 H26年8月：6,400 ppm(0.6%)、H27年2月：2.0 ppm(0.0%)、

H27年8月：2,200 ppm(0.2%)、H28年2月：440 ppm(0.0%)、H28年8月：920 ppm(0.1%)、

H29年2月：2.5 ppm(0.0%)、H29年8月：170 ppm(0.0%)、H30年2月：110 ppm(0.0%)、

H30年8月：3,600 ppm(0.4％)、H31年2月：16 ppm(0.0％)、R1年8月：350ppm(0.0％)、

R2年2月：5.2ppm(0.0％)、R2年8月：1,800ppm(0.2％)、R3年2月：85,000ppm(8.5％)、

R3年8月：34,000ppm(3.4％)、R4年2月：15,000ppm(1.5％)、R4年8月：300ppm(0.0％)、

R5年2月：33ppm(0.0％)、R5年8月：34ppm(0.0％)、R6年2月：630ppm(0.0％)、R6年8

月：3.5ppm(0.0％)］。 
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２ 環境監視結果 

 

 

 

 

 

海 域 調 査 結 果 
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測定日

(曜日)

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

32 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

28 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

25 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

23 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

25 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

30 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

33 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.7

33 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.9

33 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.5 ～ 7.6

33 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.7

29 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

30 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

29 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

27 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.7

25 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.5 ～ 7.6

23 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

8.3

　 ( )   6.5 20 7.7

11

　 ( )   5.5 20 11

14(金)
26 29 5.1 6.4 20 21 9.9 11

　 ( )   5.6 20 11

11

12(水)
29 31 4.9 6.1 20 21 10 11

　 ( )   5.1 20 11

)   5.1 20

10(月)
32 34 3.4 6.7 16 20 11 11

　 ( )   4.6 20 11

9(日)
32 34 2.4 6.8 19 20 11 11

　 ( )   4.3 20 11

8(土)
32 34 2.7 4.7 20 21 9.9 11

　 ( )   4.2 20 11

7(金)
32 34 4.7 6.0 20 21 9.9 11

　 ( )   5.2 20 11

6(木)
28 33 5.2 5.7 20 21 10 11

　 ( )   5.5 20 10

5(水)
23 28 4.7 6.4 20 21 10 11

　 ( )   6.0 20 10

4(火)
23 24 6.3 7.1 20 21 10 11

　 ( )   6.7 20 10

24 27 7.1 8.1 20 21 9.6 10

　 ( )   7.3 20 10

6.8 7.3 20 20 10 10

　 ( )   7.1 20 10

MIN.～MAX.

1(土)
29 33 6.7 7.3 20 21 9.8 10

　 ( )   6.9 20 10

濁　　度 水　　温 ＣＯＤ ＤＯ ｐＨ

(度(カオリン)) (℃) (mg/L) (mg/L) (-)

31 4.8 5.6 20 21 11 11

15(土)
24 26 5.2 6.0 20 21 7.1 10

　 ( )   5.7 20 9.3

11(火)
25

　 (

2(日)
27 30

3(月)

MIN.～MAX. MIN.～MAX. MIN.～MAX. MIN.～MAX.

16(日)
21 24 6.0 7.1 20 21 6.6

13(木)
28 30 5.3 5.7 20 21 10

表１－２  放流水の測定結果 [日調査 ] (令和 7年 2月 ) 
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測定日

(曜日)

～ ～ ～ ～ 7.5 ～ 7.6

21 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

22 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.7

23 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.8 ～ 7.8

23 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.8 ～ 7.8

23 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.8

22 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.7

21 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.6

19 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.6 ～ 7.7

19 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.7 ～ 7.8

21 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.8 ～ 7.8

22 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ 7.8 ～ 7.8

21 　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ ～

　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ ～

　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

～ ～ ～ ～ ～

　 ( )   　 ( )   　 ( )   ( - )

2　　月 ～ ～ ～ ～ 7.5 ～ 7.9

集計結果    ( )      ( )      ( )      ( )      ( - )   

注：　（　）内は平均値を示す。

26 6.0 20 10

　 ( )   

18 34 2.4 9.2 16 21 6.2 11

　 ( )   

　 ( )   

10

　 ( )   7.6 20 10

28(金)
20 23 7.7 9.2 20 21 9.3 11

　 ( )   8.0 20 10

23 7.0 8.2 20

26(水)
19 22 6.2 7.7 20 20 9.8 11

　 ( )   6.9 20 10

25(火)
18 20 4.5 6.6 19 20 6.7 10

　 ( )   5.6 20 8.5

19 20 6.9 9.6

　 ( )   4.7 20 7.4

21(金)
23 24 6.1 6.6

24(月)
18 20 4.3 5.2

21 23 5.3 6.1 20 21 8.9 11

　 ( )   5.9 20 9.6

10 11

　 ( )   6.5 20 10

20(木)
23 24 5.9 6.8 20 21 10 11

　 ( )   6.3 20 11

18(火)
21 23 6.4 7.2 20 21 9.8 11

　 ( )   6.7 20 10

19 21 6.2 10

　 ( )   6.8 20 8.6

ｐＨ

(度(カオリン)) (℃) (mg/L) (mg/L) (-)

MIN.～MAX. MIN.～MAX. MIN.～MAX. MIN.～MAX. MIN.～MAX.

21 9.8
27(木)

22

濁　　度 水　　温 ＣＯＤ ＤＯ

17(月)
20 23 6.5 7.5

19(水)
22 24 6.1 7.0 20 20

20 20 11 11

23(日)
20 21 4.5 5.5 19

　 ( )   5.0 20

21 7.9 8.9

8.4

　 ( )   6.3 20 11

22(土)
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透明度 水　温 ＳＳ ＣＯＤMn ＤＯ ｐＨ T-N

(ｍ) (℃) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (-) (mg/L)

2月4日 0.5 6.9 13 26 4.9 7.5 48

(火) - 6.8 13 26 - 7.5 47

2月12日 0.4 5.3 14 26 6.9 7.6 42

(水) - 5.2 14 - - - 42

2月18日 0.5 7.1 13 25 5.8 7.6 44

(火) - 7.3 12 - - - 40

2月25日 0.5 6.7 13 27 7.1 7.7 51

(火) - 6.2 12 - - - 44

- - - - - - -

 - - - - - - -

透明度 水　温 ＳＳ ＣＯＤ ＤＯ ｐＨ T-N

(ｍ) (℃) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (-) (mg/L)

最大値 0.5 7.1 14 27 7.1 7.7 51

平均値 0.5 6.5 13 26 6.2 - 46

最大値 - 7.3 14 26 - 7.5 47

平均値 - 6.4 13 - - - 43

集

計

結

果
-

7.5

-

4.95.3 13 250.4

-12- 5.2

[放流水]

11

最小値

調 査 日 調査地点（Sｔ.）

8

42

40

11

調査地点（Sｔ.）

11

8

最小値
[管理型内水]

8

11

11

11

8

8

8

表１－３  放流水、内水の測定結果［週調査］   (令和 7年 2月 ) 
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内　水 放流水

1 3 4 5 6 7 最小値 ～ 最大値 平均値 8注2 11注2 12 13

調査時刻 - 10:17 9:48 9:36 9:12 8:56 8:36 － ～ － － 13:05 12:56 8:03 8:22

濁度 表層 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 ～ <1 <1 <1 <1

(度(ｶｵﾘﾝ)) 底層 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 ～ <1 <1 1 <1

透明度　(m) - 5.8 4.8 5.2 5.3 5.2 5.2 4.8 ～ 5.8 5.3 0.5 － 5.8 5.5

水温 表層 7.8 7.9 8.0 7.7 7.5 7.8 7.5 ～ 8.0 7.8 7.4 8.0

（℃) 底層 8.1 8.2 8.3 8.3 8.3 8.2 8.1 ～ 8.3 8.2 8.6 8.2

ＳＳ 表層 2 1 1 1 1 2 1 ～ 2 1 2 1

(mg/L) 底層 2 2 2 2 2 2 2 ～ 2 2 2 2

クロロフィルa 表層 3 6 4 3 3 2 2 ～ 6 4 2 2

(μg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

ＦＳＳ 表層 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 ～ <1 <1 <1 <1

(mg/L) 底層 <1 <1 <1 1 1 1 <1 ～ 1 1 <1 <1

塩分 表層 30.4 30.0 30.4 30.5 30.6 30.8 30.0 ～ 30.8 30.5 30.6 31.2

(‰) 底層 31.2 31.5 31.6 31.6 31.7 31.6 31.2 ～ 31.7 31.5 31.5 31.6

ＣＯＤ 表層 2.1 2.1 2.1 2.2 1.8 1.8 1.8 ～ 2.2 2.0 2.0 1.5

(mg/L) 底層 2.0 2.0 2.0 2.1 1.8 1.8 1.8 ～ 2.1 2.0 1.8 1.5

ＤＯ 表層 10 11 11 11 11 10 10 ～ 11 11 10 10

(mg/L) 底層 10 11 10 10 10 10 10 ～ 11 10 9.8 9.7

ｐＨ 表層 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 ～ 8.3 － 8.3 8.3

底層 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.2 ～ 8.3 － 8.2 8.2

全窒素 表層 0.73 0.44 0.35 0.32 0.27 0.21 0.21 ～ 0.73 0.39 0.31 0.19

(mg/L) 底層 0.31 0.36 0.28 0.30 0.26 0.41 0.26 ～ 0.41 0.32 0.23 0.20

全燐 表層 0.024 0.025 0.028 0.025 0.023 0.028 0.023 ～ 0.028 0.026 0.033 0.028

(mg/L) 底層 0.025 0.025 0.027 0.030 0.025 0.044 0.025 ～ 0.044 0.029 0.028 0.030

大腸菌数 表層 <1 6 <1 1 1 4 <1 ～ 6 2 <1 <1

(CFU/100mL) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

大腸菌群数 表層 － － － － － － － ～ － － － －

(個/cm3) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 表層 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 ～ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

注1）採水層は、表層は海面下1ｍ、底層は海底上2ｍである。

注2）St.8及びSt.11の調査日は2月4日である。

調査年月日：令和7年2月20日

17.9 －

－ －

13

20 －

監視区分 基        本        監        視        点

項目 　  地点番号

補助監視点

6.9 6.8

13

7 －

7.5 7.5

10.34.9

2626

48 47

0.078 0.066

<1

<1 <1

<0.5 <0.5

2

表１－４（ 1）  基本監視点、内水、放流水及び補助監視点の測定結果  

[月調査・年４回 ]（一般項目及び生活環境項目）（令和 7年 2月）  
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調査年月日：令和7年2月20日

内　水 放流水

1 3 4 5 6 7 最小値 ～ 最大値 平均値 8注2 11注2 12 13

調査時刻 - 10:17 9:48 9:36 9:12 8:56 8:36 － ～ － － 13:05 12:56 8:03 8:22

フェノール類 表層 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ～ <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

(mg/L) 底層 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ～ <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

銅 表層 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 <0.001 ～ 0.001 0.001 0.001 <0.001

(mg/L) 底層 0.001 0.002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ～ 0.002 0.001 <0.001 <0.001

亜鉛 表層 0.003 0.003 0.003 0.005 0.002 0.003 0.002 ～ 0.005 0.003 0.007 0.003

(mg/L) 底層 0.003 0.003 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 ～ 0.003 0.002 0.002 0.006

総クロム 表層 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

(mg/L) 底層 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

溶解性鉄 表層 0.01 <0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ 0.01 0.01 <0.01 <0.01

(mg/L) 底層 0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 ～ 0.01 0.01 <0.01 <0.01

溶解性マンガン 表層 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

(mg/L) 底層 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

硝酸性窒素 表層 0.07 0.11 0.08 0.08 0.05 <0.04 <0.04 ～ 0.11 0.07 0.05 <0.04

(mg/L) 底層 0.05 0.07 0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 ～ 0.07 0.05 <0.04 <0.04

亜硝酸性窒素 表層 0.007 0.011 0.008 0.007 0.005 <0.005 <0.005 ～ 0.011 0.007 0.005 <0.005

(mg/L) 底層 0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005 0.005 <0.005 ～ 0.006 0.005 <0.005 <0.005

注1）採水層は、表層は海面下1ｍ、底層は海底上2ｍである。

注2）St.8及びSt.11の調査日は2月4日である。

<0.005 <0.005

監視区分 基 本 監 視 点 補助監視点

項目  　   地点番号

0.08 0.07

0.009 0.017

<0.03 <0.03

<0.08 <0.08

0.12 0.12

<0.04 <0.04

<0.04 <0.04

表１－４（ 2）  基本監視点、内水、放流水及び補助監視点の測定結果  

 [年４回 ]（特殊項目）（令和 7年 2月）  
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調査年月日：令和7年2月20日

内　水 放流水

1 3 4 5 6 7 最小値 ～ 最大値 平均値 8注3 11注3 12 13

カドミウム 表層 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ～ <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0003 <0.0003

全シアン 表層 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ～ <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.1 <0.1

有機燐 表層 － － － － － － － ～ － － － －

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

鉛 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

六価クロム 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

砒素 表層 0.003 0.003 0.004 0.004 0.004 0.004 0.003 ～ 0.004 0.004 0.004 0.004

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － 0.004 0.004

総水銀 表層 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ～ <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0005 <0.0005

アルキル水銀 表層 － － － － － － － ～ － － － －

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

ＰＣＢ 表層 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ～ <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

四塩化炭素 表層 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ～ <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0002 <0.0002

1,2-ジクロロエタン 表層 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 ～ <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0004 <0.0004

1,1-ジクロロエチレン 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

ｼｽ－1,2-ジクロロエチレン 表層 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ～ <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.004 <0.004

1,2-ジクロロエチレン 表層 － － － － － － － ～ － － <0.004 <0.004

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.004 <0.004

1,1,1-トリクロロエタン 表層 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ～ <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0005 <0.0005

1,1,2-トリクロロエタン 表層 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 ～ <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0006 <0.0006

トリクロロエチレン 表層 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ～ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.001 <0.001

テトラクロロエチレン 表層 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ～ <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0005 <0.0005

1,3－ジクロロプロペン 表層 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ～ <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0002 <0.0002

チウラム 表層 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 ～ <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0006 <0.0006

シマジン 表層 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ～ <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0003 <0.0003

チオベンカルブ 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

ベンゼン 表層 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ～ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.001 <0.001

セレン 表層 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 ～ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.002 <0.002

1,4-ジオキサン 表層 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ～ <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.005 <0.005

硝酸性窒素及び 表層 0.077 0.12 0.088 0.087 0.055 <0.045 <0.045 ～ 0.12 0.079 0.055 <0.045

亜硝酸性窒素(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.045 <0.045

ほう素 表層 － － － － － － － ～ － － － －

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － － －

ふっ素 表層 0.85 1.2 1.2 0.65 1.3 1.4 0.65 ～ 1.4 1.1 1.4 1.5

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － 1.5 1.5

アンモニア等 表層 0.09 0.15 0.12 0.10 0.07 0.03 0.03 ～ 0.15 0.09 0.08 0.03

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － 0.01 0.02

クロロエチレン 表層 － － － － － － － ～ － － <0.0002 <0.0002

(mg/L) 底層 － － － － － － － ～ － － <0.0002 <0.0002

注1：採水層は、表層は海面下1ｍ、底層は海底上2ｍである。
注2：アルキル水銀は、総水銀が定量下限値未満であったため、分析していない。
注3：St.8及びSt.11は年４回調査であり、調査日は2月4日である。

<0.0005 <0.0005

<0.1 <0.1

<0.1 <0.1

<0.005 <0.005

<0.0002 <0.0002

監視区分 基 本 監 視 点 補助監視点

項目 　  地点番号

<0.005 <0.005

<0.02 <0.02

0.009 0.009

<0.002 <0.002

－ －

<0.0005 <0.0005

<0.002 <0.002

<0.002 <0.002

－－

<0.0004 <0.0004

<0.0005 <0.0005

<0.0002 <0.0002

<0.004 <0.004

<0.0005 <0.0005

<0.0006 <0.0006

19 18

－ －

<0.08 <0.08

2.1 2.2

1.7 1.7

<0.001 <0.001

<0.005 <0.005

<0.005 <0.005

<0.0006 <0.0006

<0.0003 <0.0003

<0.001 <0.001

表１－４（ 3）  基本監視点、内水、放流水及び補助監視点の測定結果  

 [年４回・年２回 ]（健康項目）（令和 7年 2月）  
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調査年月日：令和7年2月20日

監視区分 管理型区画内水 放流水

　項　目 地点番号 8注2 11注2 12 13

ダイオキシン類 (pg-TEQ/L) 0.032 0.00092 0.069 0.085

（管理基準値） (pg-TEQ/L) - 10 - -

ＳＳ (mg/L) 13 13 3 2

（管理基準値） (mg/L) - 50 - -
注1：毒性等価係数はWHO-TEF(2006)を適用した。

注2：St.8及びSt.11の調査日は2月4日である。

補助監視点

表１－４（ 4）  内水、放流水及び補助監視点の測定結果  

 [年４回調査 ]（ダイオキシン類）  （令和 7年 2月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイオキシン類の毒性当量結果について  

管理型区画内水 ,放流水：定量下限未満の測定値は実測濃度を 0（ゼロ）として算出  

補助監視点：検出下限以上の測定値はそのまま用い、検出下限未満の測定結果は検出下限の  

1/2を用いて算出  
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表１－５（ 1）  底質（海域）測定結果［年２回調査］（令和 7年 2月）  
 

（一般項目） 調査年月日：令和7年2月25日

採取地点

単位　

11:07 10:54 10:41 10:28 10:15 10:02 － ～ － －

（℃） 8.6 8.6 8.5 8.7 8.5 8.6 8.5 ～ 8.7 8.6

（％） 49 59 65 66 67 73 49 ～ 73 63

粗礫分（19～75mm） （％） － － － － － － － ～ － －

中礫分（4.75～19mm） （％） 1.7 － － － － － 1.7 ～ 1.7 1.7

細礫分（2～4.75mm） （％） 2.6 － － － 0.4 － 0.4 ～ 2.6 1.5

粗砂分（0.85～2mm） （％） 4.7 0.4 0.4 0.6 0.2 － 0.2 ～ 4.7 1.3

中砂分（0.25～0.85mm） （％） 9.4 0.6 0.5 0.4 0.4 0.5 0.4 ～ 9.4 2.0

細砂分（0.075～0.25mm） （％） 8.4 0.8 1.4 0.8 0.4 1.1 0.4 ～ 8.4 2.2

シルト分（0.005～0.075mm） （％） 53.8 72.0 83.4 85.1 84.9 84.7 53.8 ～ 85.1 77.3

粘土分（0.005mm以下） （％） 19.4 26.2 14.3 13.1 13.7 13.7 13.1 ～ 26.2 16.7

シルト分以下（0.075mm以下） （％） 73.2 98.2 97.7 98.2 98.6 98.4 73.2 ～ 98.6 94.1

（％） 5.5 8.0 8.8 8.7 8.5 10 5.5 ～ 10 8.3

（mg/g乾泥） 10 12 24 28 26 38 10 ～ 38 23

（mg/g乾泥） 0.3 0.3 0.4 0.5 0.4 1.2 0.3 ～ 1.2 0.5

（mg/kg乾泥） 970 1200 1500 1600 1900 2500 970 ～ 2500 1600

（mg/kg乾泥） 220 290 400 400 520 580 220 ～ 580 400

泥温

含水率　　

粒
度
組
成

～ 最大値 平均値
     項目

調査時刻

4 5 6 7 最小値1 3

強熱減量（I.L）　　　　

化学的酸素要求量（ＣＯＤsed）　　　　

硫化物（Ｔ－Ｓ）

全窒素（Ｔ－Ｎ）　　　

全燐（Ｔ－Ｐ）　　　　

 

 

 

表１－５（ 2）  底質（海域）測定結果［年２回調査］（令和 7年 2月）  

 

(健康項目) 調査年月日：令和7年2月25日

採取地点

単位　

（mg/kg乾泥） 0.18 0.21 0.71 0.77 0.80 0.58 0.18 ～ 0.80 0.54

（mg/kg乾泥） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ～ <0.1 <0.1

（mg/kg乾泥） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ～ <0.1 <0.1

（mg/kg乾泥） 30 38 55 55 59 54 30 ～ 59 49

（mg/kg乾泥） <2 <2 <2 <2 <2 <2 <2 ～ <2 <2

（mg/kg乾泥） 10 9.2 10 10 10 8.3 8.3 ～ 10 10

（mg/kg乾泥） 0.17 0.34 0.46 0.47 0.21 0.65 0.17 ～ 0.65 0.38

（mg/kg乾泥） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01

（mg/kg乾泥） <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 ～ <0.05 <0.05

（mg/kg乾泥） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01

（mg/kg乾泥） <0.01 <0.01 <0.01 0.02 0.01 0.02 <0.01 ～ 0.02 0.01

（mg/kg乾泥） 19 27 41 44 43 46 19 ～ 46 37

（mg/kg乾泥） 100 120 270 280 290 240 100 ～ 290 220

（mg/kg乾泥） 100 87 110 110 120 97 87 ～ 120 100

1 3 4 5 6 7 最小値 ～ 最大値 平均値
     項目

カドミウム

シアン

有機燐

鉛

六価クロム

砒素

総水銀

アルキル水銀

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ＰＣＢ

銅

亜鉛

ふっ素
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表１－６（ 1）  植物プランクトン調査結果（表層）（令和 7年 2月）  
 

調査期日：令和7年2月20日

種類数

細胞数 (細胞/mL)

沈殿量 (mL/L)

1,374 (69.9) 3,450 (85.4) 1,902 (77.6) 1,368 (72.6) 894 (62.2) 702 (57.6) 1,615 (74.5) 

144 (7.3) 174 (4.3) 114 (4.6) 108 (5.7) 126 (8.8) 102 (8.4) 125 (5.8) 

96 (4.9) 84 (2.1) 96 (3.9) 90 (4.8) 84 (5.8) 72 (5.9) 73 (3.4) 

90 (4.6) 74 (1.8) 75 (3.1) 72 (3.8) 70 (4.9) 71 (5.8) 68 (3.1) 

66 (3.4) 59 (1.5) 54 (2.2) 53 (2.8) 54 (3.8) 54 (4.4) 62 (2.9) 

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点細胞数の組成比で上位5種を示す。

 平 均注1)

25 25 27 24

項目　＼　調査点 1 3 4 5

39

6 7

1,966 4,042 2,452 1,884 1,437 1,218 2,167

26 27

0.1 0.1 0.1 0.1 <0.05 <0.05 0.1

主　要　種注2)

細胞数（%）

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ

ﾆｯﾁｱ属ｷｰﾄｹﾛｽ属

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ
ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ

ｷｰﾄｹﾛｽ属 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

ﾃﾞﾋﾞﾚ ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ
ｷｰﾄｹﾛｽ属ﾀﾗｼｵｼﾗ属

ｷｰﾄｹﾛｽ ﾆｯﾁｱ ﾆｯﾁｱ

ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ
ﾆｯﾁｱ属 ｷｰﾄｹﾛｽ属

ﾆｯﾁｱ ﾆｯﾁｱ

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ﾆｯﾁｱ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ｷｰﾄｹﾛｽ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

ﾆｯﾁｱ属ﾆｯﾁｱ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属

 

 

 

 

表１－６（ 2）  植物プランクトン調査結果（底層）（令和 7年 2月）  
 

調査期日：令和7年2月20日

種類数

細胞数 (細胞/mL)

沈殿量 (mL/L)

918 (66.4) 1,824 (74.5) 768 (60.9) 666 (53.0) 870 (62.1) 798 (64.9) 974 (65.1) 

102 (7.4) 120 (4.9) 108 (8.6) 114 (9.1) 102 (7.3) 100 (8.1) 89 (5.9) 

84 (6.1) 90 (3.7) 73 (5.8) 90 (7.2) 96 (6.8) 78 (6.3) 83 (5.5) 

49 (3.5) 66 (2.7) 54 (4.3) 72 (5.7) 54 (3.9) 52 (4.2) 55 (3.7) 

48 (3.5) 64 (2.6) 36 (2.9) 72 (5.7) 42 (3.0) 42 (3.4) 52 (3.5) 

36 (2.9) 42 (3.0) 

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点細胞数の組成比で上位5種を示す。

ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ﾆｯﾁｱ属 ｷｰﾄｹﾛｽ属

ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ

ﾆｯﾁｱ属 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

ｷｰﾄｹﾛｽ属 ｷｰﾄｹﾛｽ属 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ﾆｯﾁｱ属
ﾕｰｶﾝﾋﾟｱ
ｿﾞﾃﾞｨｱｸｽ

ｷｰﾄｹﾛｽ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱

5 6 7  平 均注1)

28 30 29 29 28

項目　＼　調査点 1 3 4

0.1

46

1,382 2,449 1,262 1,257 1,402 1,230 1,497

29

ｺｽﾀﾂﾑ

0.2 0.2 0.2 0.2 0.1

ｺｽﾀﾂﾑ

0.2

主　要　種
注2)

細胞数（%）

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｽｹﾚﾄﾈﾏ

ﾆｯﾁｱ ﾆｯﾁｱ

ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ ｺｽﾀﾂﾑ

ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ

ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ
ﾆｯﾁｱ ﾆｯﾁｱ

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱
ﾆｯﾁｱ

ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ

ﾆｯﾁｱ

ﾆｯﾁｱ
ﾌﾟﾝｹﾞﾝｽ

ｷｰﾄｹﾛｽ属ﾆｯﾁｱ属

ﾀﾗｼｵｼﾗ属

ﾆｯﾁｱ属
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表１－７  動物プランクトン調査結果（令和 7年 2月）  
 

調査期日：令和7年2月20日

種類数

個体数 (個体/ｍ
3
)

沈殿量 (mL/ｍ
3
)

99,554 (86.1) 54,762 (79.1) 54,000 (80.1) 87,305 (78.7) 58,398 (71.8) 25,670 (41.4) 63,282 (75.0) 

6,250 (5.4) 5,357 (7.7) 4,600 (6.8) 7,813 (7.0) 6,055 (7.4) 19,420 (31.3) 7,071 (8.4) 

1,563 (1.4) 3,175 (4.6) 4,400 (6.5) 6,250 (5.6) 5,859 (7.2) 7,366 (11.9) 5,947 (7.0) 

1,531 (1.3) 992 (1.4) 1,200 (1.8) 1,367 (1.2) 1,953 (2.4) 1,563 (2.5) 928 (1.1) 

1,339 (1.2) 680 (1.0) 457 (0.7) 1,172 (1.1) 1,367 (1.7) 1,339 (2.2) 889 (1.1) 

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種を示す。

6 7  平 均注1)

22 32 29 28

項目　＼　調査点 1 3 4 5

37

115,662 69,274 67,399 110,884 81,363 61,992 84,429

30 29

43.9 23.9 21.3 39.3 31.2 18.5 29.7

主　要　種注2)

個体数（%）

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ﾉｸﾃｨﾙｶ
ﾐﾘｱﾘｽ

ｶｲｱｼ類の ｶｲｱｼ類の ｶｲｱｼ類の
ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ

期幼生 期幼生 期幼生

ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ
ｶｲｱｼ類の ｶｲｱｼ類の ｶｲｱｼ類の ｶｲｱｼ類の
ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ
期幼生 期幼生 期幼生 期幼生

ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ
ﾊﾟﾙﾌﾞｽ

ｱｶﾙﾁｱ属の
ｵｵｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ

ｵｲﾄﾅ
ｼﾐﾘｽ

ｱｶﾙﾁｱ属の
ﾋﾞﾝｶﾞﾀｶﾗﾑｼ ﾋﾞﾝｶﾞﾀｶﾗﾑｼｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ

期幼生 期幼生

ﾋﾞﾝｶﾞﾀｶﾗﾑｼ ﾋﾞﾝｶﾞﾀｶﾗﾑｼ
ｱｶﾙﾁｱ属の

ｾﾝﾄﾛﾊﾟｼﾞｪｽ
ｱﾌﾞﾄﾞﾐﾅﾘｽ

ﾋﾞﾝｶﾞﾀｶﾗﾑｼ ｵｵｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ
ｱｶﾙﾁｱ属の

ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ
期幼生 期幼生
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表１－８  魚 卵 調 査 結 果（令和 7年 2月）  
 

調査年月日：令和7年2月25日

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種を示す。

項目　＼　調査点 1 3 4 5 6 7   平 均注1)

種類数 0 0 0 0 0 0 0

個体数(個体/1000㎥） 0 0 0 0 0 0 0

主　要　種注2)

個体数（%）

 

 

 

 

表１－９  稚 仔 魚 調 査 結 果（令和 7年 2月）  
 

調査年月日：令和7年2月25日

6 (100.0) 2 (100.0) 2 ( 50.0) 2 ( 50.0) 2 (100.0) 2 ( 55.6)

2 ( 50.0) 2 ( 50.0) 1 ( 22.2)

1 ( 22.2)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種を示す。

項目　＼　調査点 1 3 4 5 6 7   平 均注1)

種類数 1 1 2 2 1 0 3

個体数(個体/1000㎥） 6 2 4 4 2 0 3

主　要　種注2)

個体数（%）

カサゴ メバル属 クジメ クジメ メバル属 カサゴ

カサゴ カサゴ メバル属

クジメ
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表１－ 10 底 生 生 物 調 査 結 果（令和 7年 2月）  
 

調査期日：令和7年2月25日

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

合　　　計

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

合　　　計

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

（%） そ　の　他

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

（g） 合　　　計

241 (81.1) 108 (72.0) 112 (72.7) 20 (24.7) 81 (57.4) 381 (85.2) 157 ( 74.3)

20 (6.7) 12 (8.0) 16 (10.4) 17 (21.0) 31 (22.0) 15 (3.4) 18 ( 8.3)

6 (2.0) 7 (4.7) 8 (5.2) 12 (14.8) 6 (4.3) 9 (2.0) 6 ( 2.8)

5 (1.7) 7 (4.7) 4 (2.6) 10 (12.3) 5 (3.5) 8 (1.8) 5 ( 2.3)

5 (1.7) 6 (4.0) 3 (1.9) 6 (7.4) 4 (2.8) 7 (1.6) 5 ( 2.2)

注　：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　　2.主要種は各調査地点個体数の構成比で上位5種を示す。
　　　3.個体数構成比は小数点2位を四捨五入しているため、合計が100.0にならない場合がある。
単位：1.個体数の単位は個体/0.1㎡、湿重量の単位はg/0.1㎡。
　　　2.湿重量の+は0.01g未満を示す。

シガンブラ属

ウロコムシ科 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 チヨノハナガイ イトエラスピオ ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ

ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ シズクガイ シガンブラ属 シガンブラ属 チヨノハナガイ ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ

シズクガイ

シガンブラ属 チヨノハナガイ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 シガンブラ属 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科

シズクガイ ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ シズクガイ シズクガイ シズクガイ シズクガイ

（A型） （A型） （A型） （A型） （A型） （A型）

5.07

主　要　種注2)

個体数（%）

ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属 ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属

（A型）

5.29 4.71 5.36 2.98 3.15 8.94

0.16 0.22

0.03 0.06 0.01 0.02

0.22 0.69

4.93 3.12 4.51 1.23 2.54 8.56 4.15湿
重
量

0.32 1.51 0.85 0.64 0.60

0.01 0.02 1.11

0.6

0.3 0.7 1.4 0.3

0.7 2.0 1.2 0.4

76.7 85.7 71.6 67.4 93.1 84.7

212

構
成
比

個
体
数

11.4 20.7 14.3 27.2 31.2 6.5 14.3

87.5

297 150 154 81 141 447

1

1 1 2 1

2 3 1 2

115 132 58 95 416 179

31

個
体
数

34 31 22 22 44 29 30

260

15 9 14 12 14 19

2 3

1 1 1 2

6 10

7 3 9 9 7 11 16種
類
数

6 4 5 2 6

1 1 1

項目　＼　調査点 1 3 4 5 6 7   平 均
注1)
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調査月日

門 種名　 ＼　　調査点 14 15

被度観察 緑藻植物門 ｱｵﾉﾘ属 r r

ｱｵｻ属 7 r

ｼｵｸﾞｻ属 4 3

ﾋﾋﾞﾐﾄﾞﾛ r

褐藻植物門 ﾌｸﾛﾉﾘ 5 r

ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ 2

ﾜｶﾒ 8

紅藻植物門 ｱﾏﾉﾘ属 2 r

ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ 1

ﾏｸｻ 1

ｽｽｶｹﾍﾞﾆ r r

ﾂﾉﾏﾀ属 1

ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 11

ﾋﾗﾑｶﾃﾞ 5 1

ﾂﾙﾂﾙ 3

ﾑｶﾃﾞﾉﾘ科 5 2

ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 1 2

ｶﾊﾞﾉﾘ 2 r

ｲｷﾞｽ科 16 11

ｲﾄｸﾞｻ属 10 9

藍藻植物門 藍藻綱 3

17 16

被度観察 海綿動物 尋常海綿綱 1 3

刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 r r

触手動物 ﾌｫﾛﾆｽ属 7 r

苔虫動物 ﾌｻｺｹﾑｼ科 3 4

ｺｹﾑｼ綱 5 15

軟体動物 ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ r 3

ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 2

ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ r

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 3 3

ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 1

環形動物 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 11 14

節足動物 ｶﾒﾉﾃ r

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 8

ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ r

ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 r

ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r

ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r

ﾖｺｴﾋﾞ類の泥巣 7 10

原索動物 ｼﾛﾎﾞﾔ 1

群体性ﾎﾔ類 r 3

単体性ﾎﾔ類 r 1

個体数観察 刺胞動物 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 2

軟体動物 ﾖﾒｶﾞｶｻ 3 1

ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ 1

ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻ 1 1

ｶﾓｶﾞｲ 1

ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 5

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ 24 48

ﾑｷﾞｶﾞｲ 2 3

ﾚｲｼｶﾞｲ 3 6

ｲﾎﾞﾆｼ 11 102

ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 2 1

ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 6 2

棘皮動物 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 2 5

ｷﾋﾄﾃﾞ 1

ｻﾝｼｮｳｳﾆ 5

ﾏﾅﾏｺ 1

32 30

注：数値は、各調査点で水深＋1m～海底までに連続した50×50cmの方形枠（11枠）を設置し、

　　各枠ごとに観察した被度階級（被覆率を階級で表したもの）または個体数の合計を示す。

2月12日

植　物

植 物 種 類 数

動　物

動 物 種 類 数

表１－ 11（ 1）  付着生物観察結果 (ベルトトランセクト法 )（令和 7年 2月）  
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表１－ 11（ 2）  付着生物観察結果 (坪刈り：植物 )（令和 7年 2月）  

 
調査期日：令和7年2月12日

調査点

項目 層

緑 藻 植 物 門

褐 藻 植 物 門

紅 藻 植 物 門

そ の 他

合 計

緑 藻 植 物 門

褐 藻 植 物 門

紅 藻 植 物 門

そ の 他

（g） 合 計

緑 藻 植 物 門

褐 藻 植 物 門

紅 藻 植 物 門

（%） そ の 他

14.3 (97.9) 57.4 (59.2) 57.4 (51.5) 9.6 (51.5)

0.2 (1.4) 38.7 (39.9) 38.7 (34.7) 6.5 (34.7)

0.1 (0.7) 0.5 (0.5) 14.3 (12.8) 2.4 (12.8)

0.2 (0.2) 0.5 (0.4) 0.1 (0.4)

0.1 (0.1) 0.2 (0.2)

0.2 (0.2)

※各採集層：上層平均水面、中層大潮最低低潮面、下層大潮最低低潮面１ｍ

　注　：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　　　2.主要種は各調査点の各層で上位5種を示す。但し、湿重量0.1g未満の種類は除く。
　　　　3.湿重量構成比は小数点2位を四捨五入しているため、合計が100.0にならない場合がある。
　単位：1.湿重量は0.09㎡当たりで示す。湿重量欄の ＋ は0.1g未満を示す。
　　　　2.各調査点の合計欄は0.27㎡当たりで示す。

アオサ属 ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ

テングサ科

アマノリ属

テングサ科 シオグサ属 シオグサ属

ムカデノリ

ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ シオグサ属 アマノリ属

ツルツル

ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ ムカデノリ ムカデノリ

<0.1 <0.1 <0.1 100.0 100.0 <0.1

主　要　種
注2)

湿重量g (%)

アマノリ属 ツルツル ツルツル

0.2

98.6 99.4 99.3 99.3

0.5

1.4 0.2

+ 18.6

構
成
比

湿
重
量

100.0 <0.1 0.6 0.5

+ + + + + + + +

+ 14.6 96.9 111.5 + + +

+

14.4 96.3 110.7 + + 18.5

+ 0.1

0.2 0.2

3 11

湿
重
量

+ + 0.6 0.6 +

1 1 1 1 1 1 1 1

2 6 7 11 3 1 1

1

2 3 5 1 1 5

1 4

1 1

下　層 合　計

種
類
数

2 2 3 4 1

14 15
　　平 均注1)

上　層 中　層 下　層 合　計 上　層 中　層
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表１－ 11（ 3）  付着生物観察結果 (坪刈り：動物 )（令和 7年 2月）  
調査期日：令和7年2月12日

調査点

項目 層

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

合　　　計

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

合　　　計

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

（%） そ　の　他

92 (88.5) 244 (80.3) 137 (27.3) 336 (37.0) 1,568 (95.6) 2,759 (84.8) 123 (44.2) 4,327 (83.7) 777 (76.7) 

12 (11.5) 13 (4.3) 86 (17.2) 137 (15.1) 24 (1.5) 184 (5.7) 35 (12.6) 236 (4.6) 56 (5.5) 

11 (3.6) 49 (9.8) 99 (10.9) 20 (1.2) 113 (3.5) 25 (9.0) 208 (4.0) 36 (3.5) 

6 (2.0) 42 (8.4) 49 (5.4) 9 (0.5) 53 (1.6) 20 (7.2) 89 (1.7) 23 (2.3) 

6 (2.0) 37 (7.4) 42 (4.6) 7 (0.4) 45 (1.4) 14 (5.0) 79 (1.5) 16 (1.6) 

※各採集層：上層--平均水面、中層--大潮最低低潮面、下層--大潮最低低潮面－１ｍ

　注　：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　　　2.主要種は各調査点の各層で上位5種を示す。
　　　　3.個体数構成比は小数点2位を四捨五入しているため、合計が100.0にならない場合がある。
　単位：1.個体数は0.09㎡当たりで示す。
　　　　2.各調査点の合計欄は0.27㎡当たりで示す。

ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ イタボガキ科 ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ゼウクソ属 多岐腸目 タマキビ イタボガキ科

ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ

イタボガキ科 多岐腸目 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ イタボガキ科 ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属

ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属

ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 イタボガキ科 ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ

ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 イワフジツボ イワフジツボ

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ

2.2 0.7 1.9

主　要　種注2)

個体数 (%)

イワフジツボ イワフジツボ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 イワフジツボ イワフジツボ イワフジツボ

0.7 15.8 8.9 0.9

3.1

88.5 90.8 57.9 72.4 96.0 88.8 50.4 89.0 86.5

7.7 8.5

3.3 8.2 5.6 0.1 2.1 23.7 2.6

5,172 1,014

構
成
比

個
体
数

11.5 5.3 18.2 13.1 3.9 8.2 23.7

6 36 20

104 304 501 909 1,640 3,254 278

2 79 81 30

31

92 276 290 658 1,574 2,889 140 4,603 877

398 86

10 41 51 2 67 66 135

32 56

個
体
数

12 16 91 119 64 268 66

2 2 5

2 16 33 44 10 23 18

1 5 5 2

14

1 6 9 13 2 6 4 8 16

15 21

4 10 12 2 5 4 7

下　層 合　計

種
類
数

1 5 9 14 6 10 8

14 15
　　平 均注1)

上　層 中　層 下　層 合　計 上　層 中　層

 

 

表１－ 11（ 4）  付着生物観察結果 (坪刈り：動物 (湿重量 ))（令和 7年 2月）  

調査期日：令和7年2月12日

調査点

項目 層

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ　の　他

（g） 合　　　計

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

（%） そ　の　他

0.8 (88.9) 8.2 (67.2) 1.5 (30.6) 8.2 (45.6) 25.7 (90.2) 51.0 (85.3) 1.2 (30.0) 76.7 (83.1) 13.4 (73.0) 

0.1 (11.1) 3.0 (24.6) 0.9 (18.4) 3.8 (21.1) 1.4 (4.9) 3.5 (5.9) 0.6 (15.0) 5.7 (6.2) 2.3 (12.6) 

0.5 (4.1) 0.5 (10.2) 1.5 (8.3) 1.0 (3.5) 1.0 (1.7) 0.6 (15.0) 1.5 (1.6) 0.3 (1.5) 

0.2 (1.6) 0.5 (10.2) 0.9 (5.0) 0.4 (1.4) 0.9 (1.5) 0.5 (12.5) 1.4 (1.5) 0.3 (1.5) 

0.1 (0.8) 0.4 (8.2) 0.5 (2.8) 0.8 (1.3) 0.3 (7.5) 1.4 (1.5) 0.3 (1.4) 

0.1 (0.8) 0.4 (8.2) 0.5 (2.8) 0.3 (1.4) 

0.1 (0.8) 0.5 (2.8) 

※各採集層：上層--平均水面、中層--大潮最低低潮面、下層--大潮最低低潮面－１ｍ

　注　：1.湿重量欄の平均は平均湿重量を示す。
　　　　2.主要種は各調査点の各層で上位5種を示す。但し、湿重量0.1g未満の種類は除く。
　　　　3.湿重量構成比は小数点2位を四捨五入しているため、合計が100.0にならない場合がある。
　単位：1.湿重量は0.09㎡当たりで示す。湿重量欄の+は0.1g未満を示す。
　　　　2.各調査点の合計欄は0.27㎡当たりで示す。

イソガニ属 多岐腸目

カラマツガイ

ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ科 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

カモガイ ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ

ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ カラマツガイ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ

ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属

ﾆｾｽﾅﾎﾘﾑｼ 多岐腸目 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 タマキビ カラマツガイ ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ

カラマツガイ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ属 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ イタボガキ科 ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ

イワフジツボ

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ イワフジツボ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 イワフジツボ カモガイ イタボガキ科 ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ イタボガキ科 イタボガキ科

1.3

主　要　種注2)

湿重量g (%)

イワフジツボ イタボガキ科 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ イタボガキ科 イワフジツボ イワフジツボ イタボガキ科 イワフジツボ

84.6 76.1

<0.1 22.4 6.1 0.5 <0.1 0.3

20.0 2.1 2.0

88.9 27.9 32.7 32.2 90.2 86.5 17.5

11.2 62.5 13.0 20.7

0.8 4.1 1.7 <0.1 1.8
構
成
比

湿
重
量

11.1 71.3 40.8 60.0 9.8

0.2

0.9 12.2 4.9 18.0 28.5 59.8 4.0 92.3 18.4

78.1 14.0

+ 1.1 1.1 0.3 + 0.3

0.8 1.9 0.4

0.8 3.4 1.6 5.8 25.7 51.7 0.7

6.7 2.5 12.0 3.8

0.1 0.2 0.3 + 1.1

上　層 中　層 下　層 合　計

湿
重
量

0.1 8.7 2.0 10.8 2.8

14 15
　　平 均注1)

上　層 中　層 下　層 合　計
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調査年月日：令和7年2月24～25日

項目　＼　調査点

(g)

注：1.個体数、湿重量は１網当たりで示す。

　  2.種類数の平均欄は総種類数を示す。
　　3.個体数の平均値は小数点以下を四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。

1,104.5

2

1,101.8

2.7

588.8

1

1

2

2

1

2

583.5

5.3

1,620.1

1

1

2

1

1

2

1,620.1

1

1

2

16 17 平　均

種
類
数

魚　類

甲殻類

頭足類

その他

合　計

個
体
数

魚　類

甲殻類

頭足類

その他

合　計

湿
重
量

魚　類

甲殻類

頭足類

その他

合　計

表１－ 12（ 1）  漁業生物調査結果 (刺網 )（令和 7年 2月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－ 12（ 2）  漁業生物調査結果 (刺網 )（令和 7年 2月）  

調査年月日：令和7年2月24～25日

項目　＼　調査点

2 (100.0) 1 ( 50.0) 2 ( 75.0)

1 ( 50.0) 1 ( 25.0)

1,620.1 (100.0) 583.5 ( 99.1) 1,101.8 ( 99.8)

5.3 ( 0.9) 2.7 ( 0.2)

注：1.個体数、湿重量は１網当たりで示す。

    2.主要種は各調査点の各分類群で上位5種のものを示す。
　　3.個体数の平均値は小数点以下を四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。

サメハダヘイケガニ サメハダヘイケガニ

クロダイ クロダイ クロダイ

個
体
数
（

組
成
比
％
）

魚
類

甲
殻
類

湿
重
量
（

組
成
比
％
）

魚
類

甲
殻
類

16 17 平　均

主
要
種

クロダイ クロダイ クロダイ

サメハダヘイケガニ サメハダヘイケガニ
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表１－13 監視結果総括 

 

Ａ Ｂ Ｃ

2月14日 2月14日 2月14日

最　大　時　間　交　通　量 3,186 912 396

最　小　時　間　交　通　量 1,927 602 252

総　　　交　　　通　　　量 23,789 7,563 3,270

最　大　時　間　交　通　量 2 2 0

最　小　時　間　交　通　量 0 0 0

総　　　交　　　通　　　量 5 3 0

(％) 0.0 0.0 0.0

－ － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － －

(LAeq) 時　　間　　平　　均　　値 － － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － －

(LA50) 時　　間　　平　　均　　値 － － －

振動 一　　　時　　　間　　　値 － － －

(L10) 時　　間　　平　　均　　値 － － －

2月14日～20日 2月14日～20日 －

日平均値 0.002～ 0.004 0.003～ 0.006 －

期間平均値 0.003 0.004 －

日平均値が0.04ppmを超えた日数 (日) 0 0 －

１時間値が0.1ppmを超えた時間数 (時間) 0 0 －

日平均値 0.013～ 0.028 0.010～ 0.020 －

期間平均値 0.020 0.014 －

日平均値が0.06ppmを超えた日数 0 0 －

日平均値 0.004～ 0.024 0.007～ 0.019 －

期間平均値 0.012 0.012 －

日平均値が0.1mg/m3を超えた日数 (日) 0 0 －

１時間値が0.2mg/m3を超えた時間数 (時間) 0 0 －

日平均値 1.0～3.9 0.6～1.5 －

期間平均値 2.1 1.0 －

風　向 最多風向 16方位 W SW －

（泉大津基地　令和7年2月調査結果）

測　　定　　点

調　　　　査　　　　日

総交通量 (台)

(台)

廃　棄　物　車　混　入　率

交通量
(8:00～

　18：00）

調　　　　査　　　　日

廃棄物
車　数

(dB)

騒音・振動
(8:00～

　18：00）

大 気 質

調　　　　査　　　　日

(ppm)

(ppm)

(日)

二酸化
硫　黄

日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm
以下の日数

0 0 －

(mg/m3)

風　速 (m/s)

二酸化
窒　素

浮遊粒子
状 物 質
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表１－ 14 交通量調査結果  

大型車
大型車

以外
合計

大型車

混入率

（％）

全車両
大型車

以外

廃棄物

車/
全車両

注2） LA5 LA50 LA95 LAeq L10 L50 L90

8:00 510 2,064 2,574 19.8 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
9:00 847 1,392 2,239 37.8 1 0 0.0 0.1 － － － － － － － －
10:00 1,100 1,128 2,228 49.4 2 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
11:00 1,098 1,296 2,394 45.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
12:00 942 1,164 2,106 44.7 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
13:00 805 1,122 1,927 41.8 1 0 0.1 0.1 － － － － － － － －
14:00 1,080 1,482 2,562 42.2 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
15:00 943 1,314 2,257 41.8 1 0 0.0 0.1 － － － － － － － －
16:00 642 1,674 2,316 27.7 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 426 2,760 3,186 13.4 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

8,393 15,396 23,789 － 5 0 － － － － － － － － － －
839 1,540 2,379 35.3 0.5 0 0.0 0.1 － － － － － － － －

8:00 176 426 602 29.2 2 0 0.3 1.1 － － － － － － － －
9:00 403 324 727 55.4 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
10:00 384 288 672 57.1 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
11:00 462 252 714 64.7 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
12:00 444 246 690 64.3 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
13:00 384 396 780 49.2 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
14:00 468 414 882 53.1 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
15:00 360 414 774 46.5 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
16:00 318 492 810 39.3 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 210 702 912 23.0 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

3,609 3,954 7,563 － 3 0 － － － － － － － － － －
361 395 756 47.7 0.3 0 0.0 0.1 － － － － － － － －

8:00 102 162 264 38.6 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
9:00 192 132 324 59.3 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
10:00 174 114 288 60.4 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
11:00 168 156 324 51.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
12:00 108 210 318 34.0 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
13:00 168 156 324 51.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
14:00 168 228 396 42.4 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
15:00 198 198 396 50.0 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
16:00 108 144 252 42.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 72 312 384 18.8 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

1,458 1,812 3,270 － 0 0 － － － － － － － － － －
146 181 327 44.6 0.0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

注:1） 総交通量は1時間値に補正したもの（一般車：10分間値×6　＋　廃棄物車：1時間値）を示し、廃棄物車数は1時間の全交通量を示す。

  :2) 総交通量（大型車）に占める廃棄物車（大型車）の混入率を示す。

  :3)

  :4) 令和３年３月末で廃棄物及び浚渫土砂の受入を終了していることから、測定点Ｃにおける廃棄物車数は陸上残土運搬車数のみを指す。

Ａ

 注3）

合計

平均

測定点
測定

年月日

測定

時刻

令和7年

2月14日

廃棄物車

混 入 率

（％）

騒音レベル

（dB）

振動レベル

（dB）

（泉大津基地周辺　令和7年2月結果）

測定点Ａ、Ｂの廃棄物車数については、堺基地への搬入車両を含む。

交通条件

廃棄物車数

（台）
総交通量　注1） 主な

騒音源

Ｂ

 注3）

Ｃ

 注4）

令和7年

2月14日

合計

平均

合計

平均

令和7年

2月14日
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大気質調査結果 

表１－15 二酸化硫黄測定結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月14日 0.003 0.005 0.004 0.006

2月15日 0.003 0.006 0.004 0.006

2月16日 0.004 0.008 0.006 0.010

2月17日 0.003 0.004 0.004 0.006

2月18日 0.002 0.004 0.003 0.005

2月19日 0.002 0.003 0.003 0.004

2月20日 0.002 0.004 0.003 0.006

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(日)

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 Ａ Ｂ

項　　　　　目

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

168 168

 期　間　平　均　値 0.003 0.004

 １時間値が0.1ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.04ppmを超えた日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.004 0.006

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.008 0.010

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表１－16 二酸化窒素測定結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月14日 0.028 0.044 0.017 0.034

2月15日 0.028 0.053 0.020 0.036

2月16日 0.018 0.031 0.013 0.026

2月17日 0.017 0.045 0.010 0.021

2月18日 0.013 0.023 0.011 0.025

2月19日 0.019 0.028 0.013 0.022

2月20日 0.021 0.047 0.012 0.025

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(時間)

(日)

(日)

 １時間値が0.2ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.06ppmを超えた日数 0 0

 １時間値が0.1ppm以上、0.2ppm以下の時間数 0 0

 日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm以下の日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.028 0.020

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.053 0.036

 測　定　時　間 168 168

 期　間　平　均　値 0.020 0.014

（水）

（木）

 有　効　測　定　日　数 7 7

日

別

値

（土）

（日）

（月）

（火）

測　　定　　点 Ａ Ｂ

項　　　　　目

（金）

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)
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表１－17 一酸化窒素測定結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月14日 0.033 0.114 0.007 0.027

2月15日 0.030 0.141 0.011 0.038

2月16日 0.007 0.013 0.004 0.006

2月17日 0.014 0.065 0.004 0.008

2月18日 0.009 0.024 0.007 0.023

2月19日 0.014 0.036 0.008 0.023

2月20日 0.019 0.109 0.005 0.011

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm) １ 時 間 値 の 最 高 値 0.141 0.038

7

日

別

値

（金）

 有　効　測　定　日　数 7

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

 期　間　平　均　値 0.018 0.007

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.033 0.011

（土）

 測　定　時　間 168 168

測　　定　　点 Ａ Ｂ

項　　　　　目

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)

 

 

 

表１－18 窒素酸化物(NO＋NO2)測定結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

１時間値の １時間値の

(ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm) (ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm)

2月14日 0.061 46.5 0.158 0.024 71.3 0.056

2月15日 0.058 47.6 0.194 0.032 64.9 0.071

2月16日 0.025 73.0 0.039 0.017 76.3 0.031

2月17日 0.031 55.0 0.110 0.015 70.7 0.028

2月18日 0.022 59.0 0.047 0.017 61.8 0.048

2月19日 0.033 56.7 0.064 0.021 63.4 0.045

2月20日 0.039 53.0 0.156 0.018 69.6 0.034

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

( % )

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)

（火）

（水）

（木）

 有　効　測　定　日　数

測　　定　　点

項　　　　　目

日

別

値

（金）

（土）

（日）

（月）

53.4

 日 平 均 値 の 最 高 値

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.071

 測　定　時　間

 期　間　平　均　値

67.9

Ｂ

日平均値

7

168

0.020

0.032

 NO2/(NO+NO2)

Ａ

日平均値

7

168

0.038

0.061

0.194
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表１－19 浮遊粒子状物質測定結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の

(mg/m3) 最高値(mg/m3) (mg/m3) 最高値(mg/m3)

2月14日 0.015 0.037 0.014 0.023

2月15日 0.013 0.026 0.015 0.034

2月16日 0.024 0.047 0.019 0.031

2月17日 0.017 0.033 0.014 0.030

2月18日 0.007 0.016 0.009 0.031

2月19日 0.007 0.014 0.007 0.009

2月20日 0.004 0.014 0.008 0.031

(日)

(時間)

(mg/m
3)

(mg/m
3)

(mg/m3)

(時間)

(日)

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 Ａ Ｂ

項　　　　　目

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

168 168

 期　間　平　均　値 0.012 0.012

 日平均値が0.10mg/m3を超えた日数 0 0

 １時間値が0.20mg/m3を超えた時間数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.024 0.019

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.047 0.034

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表１－20 風向・風速観測結果 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

2月14日 （金） 1.2 3.0 WSW W 0.8 1.6 SW S 晴

2月15日 （土） 1.0 2.3 E E 0.8 2.1 NNW NNW 晴後一時曇

2月16日 （日） 1.2 3.1 W WSW 0.6 2.1 NNW SW 薄曇一時晴

2月17日 （月） 3.9 6.5 W W 1.5 2.9 NNW SW 晴時々曇一時雨

2月18日 （火） 3.3 4.4 W W 1.3 2.1 NNW N 晴時々曇一時雪、雷を伴う

2月19日 （水） 2.5 4.3 W W 1.2 2.6 NNW NNW 晴時々曇一時雪

2月20日 （木） 2.0 3.8 WSW W 1.1 1.9 SW SSW 晴後曇時々雪

(日) 7 7

(時間) 168 168

(m/s) － －

(m/s) － －

(16方位) W SW

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)
測　　定　　点 Ａ Ｂ

天候
項　　　　　目

風速 風速

最大風速 最大風速

7 7

注１）最多風向は、気象庁の気象観測統計指針に基づいて求めた。

 測定時間 168 168

 期間平均風速 2.1

 期間最多風向 － －

　２）表中の天候は、大阪管区気象台の観測結果（昼：6:00～18:00）から引用した。

日

別

値

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)

風向
(16方
位)

最多
風向
(16方
位)

最多
風向
(16方
位)

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)

風向
(16方
位)

1.0

 期間最大風速 6.5 2.9

 有効測定日数
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表１－21 風向別出現頻度及び風向別平均風速 （令和7年2月14日～2月20日） 

 

(泉大津基地　令和7年2月調査結果)

出現頻度 平均風速 出現頻度 平均風速

(%) (m/s) (%) (m/s)

N 2 1.2 0.5 17 10.1 1.1

NNE    －      －      －   12 7.1 1.2

NE 1 0.6 0.7 6 3.6 0.9

ENE 4 2.4 0.9 5 3.0 1.1

E 11 6.5 1.0 5 3.0 0.8

ESE 1 0.6 0.8 5 3.0 0.7

SE 5 3.0 0.8 5 3.0 0.8

SSE 5 3.0 0.7 6 3.6 0.8

S 1 0.6 0.4 12 7.1 0.8

SSW 1 0.6 0.6 26 15.5 1.0

SW 4 2.4 1.3 30 17.9 1.2

WSW 24 14.3 2.0 1 0.6 0.5

W 86 51.2 3.1    －      －      －   

WNW 3 1.8 1.0    －      －      －   

NW 3 1.8 0.9    －      －      －   

NNW 4 2.4 1.5 20 11.9 1.9

13 7.7 0.2 18 10.7 0.2

168 100.0 2.1 168 100.0 1.0

注) calmは静穏(風速0.4m/s未満)を示す。

Ｂ

calm

total

出現回数
(回)

出現回数
(回)

測定点

項目

風
向

Ａ

 

 

 

 

図１－３ 風配図と風向別平均風速 （令和7年2月14日～2月20日） 

測定点  Ａ  測定点  Ｂ  

注 ) calmは静穏 (風速 0.4m/ｓ未満 )を示す。  

出現率(%)

平均風速(m/s)
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図１－４ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月14日～2月20日） 
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図１－５ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月14日～2月20日） 
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図１－６ 大気質・気象時系列変化図 （令和7年2月14日～2月20日） 測定点 Ａ 
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図１－７ 大気質・気象時系列変化図 （令和7年2月14日～2月20日） 測定点 Ｂ 
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表１－22 発生ガス調査結果 

(泉大津基地)

調 査 地 点 Ｆ－１ Ｆ－２

測 定 日

調 査 時 刻 11:45 10:55

天 候 曇 曇

風向(16方位) 西 西

風速(ｍ/ｓ) 9.1 5.2

気温(℃) 4.5 3.5

湿度(％) 57 79

地中温度(℃) 6.6 6.2

流量（cｍ3/分） <10 <10

発生ガス 3.0 2.0

大気環境 3.0 4.0

項 目

令和7年2月5日

メタン
(ppm)
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Ⅱ 大阪基地 

１ 環境監視結果の概要  

1.1 環境監視の実施状況  

 環境監視計画に基づく令和7年2月の環境監視の実施状況は次表のとおりである。 

 なお、調査地点位置については図２－１に示す。 

 

環境項目 測定・調査項目 測定点 測定点数 調査内容 実施日時 

交通量 

総交通量(2車種分類注 )) №１ 

№２ 

№４ 

３地点 

10時間 

(毎正時10分間) 
2月3日 8時～ 18時  

廃棄物車数(2車種分類注 )) 
10時間 

(連続) 

大気質 

二酸化硫黄、 

一酸化窒素、 

二酸化窒素、 

浮遊粒子状物質、 

風向・風速 

№２ 

№３ 
２地点 

１週間 

(連続) 

2月1日 0時 30分～ 

2月7日 0時 30分  

注） 2車種分類とは、総交通量、廃棄物車とも大型車と大型車以外の 2種とする。  

 

1.2 環境監視の結果 

 交通量及び大気質の監視結果については、総括を表２－１に、各測定・調査項目ごと

の結果を表２－２～表２－９及び図２－２～図２－６に示す。 

 

(1) 交通量（表２－１、表２－２） 

ｱ）大阪池田線沿道の測定点（№１） 

時間交通量は 915～1,338台、廃棄物車の時間交通量は 0～5台で推移し、測定日の

廃棄物車総交通量は 24台／10hrで、総交通量(11,718台／10hr)に占める割合は 0.2%

であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいものと

考えられる。 

 

ｲ）大阪池田線沿道の測定点（№２） 

時間交通量は 954～1,202台、廃棄物車の時間交通量は 0～2台で推移し、測定日の

廃棄物車総交通量は 6台／10hrで、総交通量(10,860台／10hr)に占める割合は 0.1%

であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいものと

考えられる。 
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ｳ）大阪基地近傍の測定点（№４） 

時間交通量は 98～220台、廃棄物車の時間交通量は 0～58台で推移し、測定日の廃

棄物車総交通量は 227台／10hrで、総交通量(1,607台／10hr)に占める割合は 14.1%

であった。 

 

 (2) 大気質（表２－１、表２－３～表２－９） 

ｱ）大阪池田線沿道の測定点（№２） 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は西であり、平均風速は 3.1m/secであった。 

 

ｲ）中島公園近傍の測定点（№３） 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は西であり、平均風速は 3.7m/secであった。 
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２ 環境監視結果 

 

表２－１ 監視結果総括 

 

№１ №２ №３ №４

2月3日 2月3日 － 2月3日

最　大　時　間　交　通　量 1,338 1,202 － 220

最　小　時　間　交　通　量 915 954 － 98

総　　　交　　　通　　　量 11,718 10,860 － 1,607

最　大　時　間　交　通　量 5 2 － 58

最　小　時　間　交　通　量 0 0 － 0

総　　　交　　　通　　　量 24 6 － 227

(％) 0.2 0.1 － 14.1

－ － － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(LAeq) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(LA50) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

振動 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(L10) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

－ 2月1日～7日 2月1日～7日 －

日平均値 － 0.000～ 0.002 0.003～ 0.004 －

期間平均値 － 0.001 0.003 －

日平均値が0.04ppmを超えた日数 (日) － 0 0 －

１時間値が0.1ppmを超えた時間数 (時間) － 0 0 －

日平均値 － 0.006～ 0.021 0.004～ 0.022 －

期間平均値 － 0.012 0.013 －

日平均値が0.06ppmを超えた日数 － 0 0 －

日平均値 － 0.006～ 0.038 0.006～ 0.033 －

期間平均値 － 0.012 0.012 －

日平均値が0.1mg/m3を超えた日数 (日) － 0 0 －

１時間値が0.2mg/m3を超えた時間数 (時間) － 0 0 －

日平均値 － 1.0～4.6 1.2～5.5 －

期間平均値 － 3.1 3.7 －

風　向 最多風向 16方位 － W W －

（大阪基地　令和7年2月調査結果）

大 気 質

調　　　　査　　　　日

(ppm)

(ppm)

廃　棄　物　車　混　入　率

交通量
(8:00～

　18：00）

調　　　　査　　　　日

(dB)

騒音・振動
(8:00～

　18：00）

二酸化
硫　黄

日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm
以下の日数

風　速 (m/s)

二酸化
窒　素

浮遊粒子
状 物 質

測　　定　　点

調　　　　査　　　　日

総交通量 (台)

(台)
廃棄物
車　数

－ 0 －0

(mg/m3)

(日)
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表２－２  交通量調査結果  

 

大型車
大型車

以外
合計

大型車

混入率
（％）

全車両
大型車

以外

廃棄物

車/全車
両

注2） LA5 LA50 LA95 LAeq L10 L50 L90

8:00 414 774 1,188 34.8 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
9:00 760 487 1,247 60.9 5 1 0.4 0.5 － － － － － － － －
10:00 782 390 1,172 66.7 2 0 0.2 0.3 － － － － － － － －
11:00 645 474 1,119 57.6 3 0 0.3 0.5 － － － － － － － －
12:00 663 396 1,059 62.6 3 0 0.3 0.5 － － － － － － － －
13:00 525 390 915 57.4 3 0 0.3 0.6 － － － － － － － －
14:00 706 546 1,252 56.4 4 0 0.3 0.6 － － － － － － － －
15:00 645 534 1,179 54.7 3 0 0.3 0.5 － － － － － － － －
16:00 577 672 1,249 46.2 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
17:00 354 984 1,338 26.5 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

6,071 5,647 11,718 － 24 1 － － － － － － － － － －
607 565 1,172 51.8 2.4 0.1 0.2 0.4 － － － － － － － －

8:00 276 786 1,062 26.0 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
9:00 421 648 1,069 39.4 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
10:00 372 582 954 39.0 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
11:00 475 726 1,201 39.6 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
12:00 306 654 960 31.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
13:00 355 738 1,093 32.5 1 0 0.1 0.3 － － － － － － － －
14:00 392 810 1,202 32.6 2 0 0.2 0.5 － － － － － － － －
15:00 409 732 1,141 35.8 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
16:00 264 732 996 26.5 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 120 1,062 1,182 10.2 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

3,390 7,470 10,860 － 6 0 － － － － － － － － － －
339 747 1,086 31.2 0.6 0 0.1 0.2 － － － － － － － －

8:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
9:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
10:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
11:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
12:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
13:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
14:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
15:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
16:00 － － － － － － － － － － － － － － － －
17:00 － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －

8:00 36 157 193 18.7 7 1 3.6 16.7 － － － － － － － －
9:00 62 120 182 34.1 32 0 17.6 51.6 － － － － － － － －
10:00 112 42 154 72.7 58 0 37.7 51.8 － － － － － － － －
11:00 82 43 125 65.6 41 1 32.8 48.8 － － － － － － － －
12:00 96 60 156 61.5 24 0 15.4 25.0 － － － － － － － －
13:00 73 84 157 46.5 25 0 15.9 34.2 － － － － － － － －
14:00 52 66 118 44.1 16 0 13.6 30.8 － － － － － － － －
15:00 56 164 220 25.5 22 2 10.0 35.7 － － － － － － － －
16:00 38 60 98 38.8 2 0 2.0 5.3 － － － － － － － －
17:00 12 192 204 5.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

619 988 1,607 － 227 4 － － － － － － － － － －
62 99 161 38.5 22.7 0.4 14.1 36.0 － － － － － － － －

注:1） 総交通量は1時間値に補正したもの（一般車：10分間値×6　＋　廃棄物車：1時間値）を示し、廃棄物車数は1時間の全交通量を示す。

  :2) 総交通量（大型車）に占める廃棄物車（大型車）の混入率を示す。

廃棄物車
混 入 率

（％）

№3

令和7年

2月3日

合計

平均

№4

№2

合計

平均

廃棄物車数
（台） 主な

騒音源

振動レベル
（dB）

交通条件

測定

時刻

№1

合計

平均

（大阪基地　令和7年2月結果）

測定点
測定

年月日

騒音レベル
（dB）

令和7年
2月3日

総交通量　注1）

令和7年
2月3日

令和7年

2月3日

合計

平均
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大気質調査結果 

表２－３ 二酸化硫黄測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月1日 0.001 0.002 0.003 0.005

2月2日 0.000 0.001 0.003 0.003

2月3日 0.001 0.002 0.004 0.009

2月4日 0.001 0.003 0.003 0.004

2月5日 0.001 0.003 0.003 0.004

2月6日 0.002 0.003 0.003 0.004

2月7日 0.002 0.003 0.003 0.004

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(日)

(大阪基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 No.2 No.3

項　　　　　目

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

168 168

 期　間　平　均　値 0.001 0.003

 １時間値が0.1ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.04ppmを超えた日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.002 0.004

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.003 0.009

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表２－４ 二酸化窒素測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月1日 0.021 0.039 0.022 0.046

2月2日 0.006 0.010 0.004 0.008

2月3日 0.017 0.039 0.019 0.043

2月4日 0.010 0.016 0.009 0.016

2月5日 0.009 0.021 0.009 0.020

2月6日 0.012 0.030 0.012 0.026

2月7日 0.012 0.026 0.013 0.027

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(時間)

(日)

(日)

 １時間値が0.2ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.06ppmを超えた日数 0 0

 １時間値が0.1ppm以上、0.2ppm以下の時間数 0 0

 日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm以下の日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.021 0.022

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.039 0.046

 測　定　時　間 168 168

 期　間　平　均　値 0.012 0.013

（木）

（金）

 有　効　測　定　日　数 7 7

日

別

値

（日）

（月）

（火）

（水）

測　　定　　点 No.2 No.3

項　　　　　目

（土）

(大阪基地　令和7年2月調査結果)
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表２－５ 一酸化窒素測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月1日 0.008 0.030 0.012 0.040

2月2日 0.001 0.002 0.002 0.003

2月3日 0.009 0.037 0.017 0.068

2月4日 0.004 0.011 0.004 0.009

2月5日 0.004 0.013 0.004 0.010

2月6日 0.005 0.015 0.005 0.011

2月7日 0.005 0.016 0.007 0.025

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm) １ 時 間 値 の 最 高 値 0.037 0.068

7

日

別

値

（土）

 有　効　測　定　日　数 7

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

 期　間　平　均　値 0.005 0.007

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.009 0.017

（日）

 測　定　時　間 168 168

測　　定　　点 No.2 No.3

項　　　　　目

(大阪基地　令和7年2月調査結果)

 

 

 

表２－６ 窒素酸化物(NO＋NO2)測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

１時間値の １時間値の

(ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm) (ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm)

2月1日 0.029 73.0 0.067 0.034 65.3 0.082

2月2日 0.007 85.5 0.011 0.006 73.8 0.011

2月3日 0.025 66.0 0.076 0.036 52.7 0.111

2月4日 0.014 70.3 0.027 0.012 68.8 0.023

2月5日 0.013 70.9 0.034 0.013 69.5 0.029

2月6日 0.018 69.5 0.042 0.017 69.6 0.035

2月7日 0.017 69.9 0.042 0.020 64.1 0.048

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

( % )

(大阪基地　令和7年2月調査結果)

（水）

（木）

（金）

 有　効　測　定　日　数

測　　定　　点

項　　　　　目

日

別

値

（土）

（日）

（月）

（火）

70.8

 日 平 均 値 の 最 高 値

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.111

 測　定　時　間

 期　間　平　均　値

63.5

No.3

日平均値

7

168

0.020

0.036

 NO2/(NO+NO2)

No.2

日平均値

7

168

0.018

0.029

0.076
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表２－７ 浮遊粒子状物質測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の

(mg/m3) 最高値(mg/m3) (mg/m3) 最高値(mg/m3)

2月1日 0.038 0.052 0.033 0.058

2月2日 0.009 0.022 0.007 0.025

2月3日 0.012 0.020 0.012 0.029

2月4日 0.006 0.015 0.008 0.017

2月5日 0.006 0.020 0.007 0.015

2月6日 0.006 0.017 0.008 0.016

2月7日 0.007 0.020 0.006 0.016

(日)

(時間)

(mg/m
3)

(mg/m
3)

(mg/m3)

(時間)

(日)

(大阪基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 No.2 No.3

項　　　　　目

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

168 168

 期　間　平　均　値 0.012 0.012

 日平均値が0.10mg/m3を超えた日数 0 0

 １時間値が0.20mg/m3を超えた時間数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.038 0.033

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.052 0.058

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表２－８ 風向・風速測定結果 （令和7年2月1日～2月7日） 

 

2月1日 （土） 1.0 2.0 N,NNE NNE 1.2 3.0 NE NE 晴後曇一時雨

2月2日 （日） 2.0 3.0 N N 2.5 4.0 ENE ENE 曇一時雨

2月3日 （月） 2.2 4.6 W W 2.7 4.7 WSW WSW 曇

2月4日 （火） 4.6 6.4 WSW W 5.1 6.9 WSW WSW 晴

2月5日 （水） 4.5 6.4 W W 5.5 7.9 WSW W 晴

2月6日 （木） 4.0 5.6 WSW W 4.6 7.0 WSW W 晴

2月7日 （金） 3.6 5.9 WSW W 4.0 7.1 WSW W 晴後曇一時雪

(日) 7 7

(時間) 168 168

(m/s) － －

(m/s) － －

(16方位) W W

(大阪基地　令和7年2月調査結果)
測　　定　　点 No.2 No.3

天候
項　　　　　目

風速 風速

最大風速 最大風速

7 7

注１）最多風向は、気象庁の気象観測統計指針に基づいて求めた。

 測定時間 168 168

 期間平均風速 3.1

 期間最多風向 － －

　２）表中の天候は、大阪管区気象台の観測結果（昼：6:00～18:00）から引用した。

日

別

値

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)
風向

(16方位)

最多
風向
(16方
位)

最多
風向
(16方
位)

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)
風向

(16方位)

3.7

 期間最大風速 6.4 7.9

 有効測定日数
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表２－９ 風向別出現頻度及び風向別平均風速 （令和7年2月1日～2月7日） 

(大阪基地　令和7年2月調査結果)

出現頻度 平均風速 出現頻度 平均風速

(%) (m/s) (%) (m/s)

N 15 8.9 1.8 10 6.0 1.8

NNE 16 9.5 1.6 5 3.0 2.0

NE 6 3.6 1.8 14 8.3 2.1

ENE 5 3.0 1.7 8 4.8 2.5

E 1 0.6 1.0 2 1.2 1.0

ESE 1 0.6 0.8 1 0.6 1.0

SE － － － 2 1.2 0.5

SSE 2 1.2 0.6 2 1.2 1.1

S － － － 1 0.6 0.5

SSW 1 0.6 2.1 5 3.0 2.3

SW 10 6.0 2.8 9 5.4 3.3

WSW 27 16.1 4.2 48 28.6 5.0

W 66 39.3 4.1 49 29.2 4.6

WNW 7 4.2 3.4 2 1.2 2.5

NW 2 1.2 4.5 2 1.2 3.4

NNW 1 0.6 1.0 5 3.0 2.2

8 4.8 0.2 3 1.8 0.2

168 100.0 3.1 168 100.0 3.7

注) calmは静穏(風速0.4m/s未満)を示す。

測定点 №2 №3

total

calm

風
向

項目
出現回数

(回)
出現回数

(回)

 

 

 

 

図２－２ 風配図と風向別平均風速 （令和7年2月1日～2月7日） 

測定点  №２  測定点  №３  

注 ) calmは静穏 (風速 0.4m/ｓ未満 )を示す。  

出現率(%)

平均風速(m/s)
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図２－３ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月1日～2月7日） 
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図２－４ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月1日～2月7日）
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図２－５ 大気質・気象時系列変化図 （令和7年2月1日～2月7日） 測定点 №２ 
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図２－６ 大気質・気象時系列変化図 （令和7年2月1日～2月7日） 測定点 №３ 
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Ⅲ 堺基地 

１ 環境監視結果の概要  

1.1 環境監視の実施状況  

環境監視計画に基づく令和7年2月の環境監視の実施状況は次表のとおりである。 

なお、調査地点位置については図３－１に示す。 
 

環境項目 測定・調査項目 測定点 測定点数 調査内容 実施日 

交通量 

総交通量(2車種分類注 1 )) 
№１ 

№２ 

№３ 

№４ 

４地点 

10時間注 2 ) 

(毎正時10分間) 
2月13日 8時～18時注2) 

廃棄物車数(2車種分類注 1 )) 
10時間注 2 ) 

(連続) 

大気質 

二酸化硫黄、 

一酸化窒素、 

二酸化窒素、 

浮遊粒子状物質、 

風向・風速 

№１注3) 

№２ 
２地点 

１週間 

(連続) 

2月12日 0時 30分～ 

2月18日 0時 30分  

注 1:2車種分類とは、総交通量、廃棄物とも大型車と大型車以外の 2種とする。  

注 2:測定点№４の交通量の調査時間については、堺基地入場門の閉鎖が17時45分であるため、８時から17時まで 

の９時間とした。 

注 3:平成 26年度から大気質№ 1を変更した。  

 

1.2 環境監視の結果  

 交通量及び大気質の監視結果については、総括を表３－１に、各測定・調査項目ごと

の結果を表３－２～表３－９及び図３－２～図３－６に示す。 

 

(1) 交通量（表３－１、表３－２） 

ｱ）大阪臨海線沿道の測定点（№１） 

時間交通量は 1,846～3,054台、廃棄物車の時間交通量は 0～8台で推移し、測定日

の廃棄物車総交通量は 22台／10hrで、総交通量(22,948台／10hr)に占める割合は 

0.1%であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいも

のと考えられる。 

 

ｲ）堺狭山線沿道の測定点（№２） 

時間交通量は 1,027～1,806台、廃棄物車の時間交通量は 0～2台で推移し、測定日

の廃棄物車総交通量は 6台／10hrで、総交通量(13,962台／10hr)に占める割合は 

0.0%であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいも

のと考えられる。 
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ｳ）大阪臨海線沿道の測定点（№３） 

時間交通量は 1,590～3,288台、廃棄物車の時間交通量は 0～4台で推移し、測定日

の廃棄物車総交通量は 15台／10hrで、総交通量(21,327台／10hr)に占める割合は 

0.1%であった。この地点における総交通量に占める事業の廃棄物車の割合は小さいも

のと考えられる。 

 

ｴ）堺基地近傍の測定点（№４） 

時間交通量は 0～50台、廃棄物車の時間交通量は 0～42台で推移し、測定日の廃棄

物車総交通量は 203台／9hrで、総交通量(245台／9hr)に占める割合は 82.9%であっ

た。 

 

(2) 大気質（表３－１、表３－３～表３－９） 

ｱ）大阪臨海線沿道の測定点（№１） 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は北西であり、平均風速は 1.3m/secであった。 

 

ｲ）堺狭山線沿道の測定点（№２） 

調査期間中の二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、いずれの項目も環境

基準値を下回る結果であった。 

また、調査期間中の主風向は北北東であり、平均風速は 1.0m/secであった。 
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図３－１ 環境監視調査地点位置図（堺基地） 

 

№２

№３

№４

№１(大気)

項目 測定点

　交通量　 　№１,２,３,４

　大気質　 　№１,２

　悪臭　　 　№５,６

№１ (交通量 ) 

項   目  測定点  

交通量  No.1,2,3,4 

大気質  No.1,2 

 

注 )平成 26年度から大気質 No.1を変更  
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２ 環境監視結果 

 

表３－１ 監視結果総括 

 

№１ №２ №３ №４

2月13日 2月13日 2月13日 2月13日

最　大　時　間　交　通　量 3,054 1,806 3,288 50

最　小　時　間　交　通　量 1,846 1,027 1,590 0

総　　　交　　　通　　　量 22,948 13,962 21,327 245

最　大　時　間　交　通　量 8 2 4 42

最　小　時　間　交　通　量 0 0 0 0

総　　　交　　　通　　　量 22 6 15 203

(％) 0.1 0.0 0.1 82.9

－ － － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(LAeq) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

騒音 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(LA50) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

振動 一　　　時　　　間　　　値 － － － －

(L10) 時　　間　　平　　均　　値 － － － －

2月12日～18日 2月12日～18日 － －

日平均値 0.003 ～ 0.005 0.001 ～ 0.002 － －

期間平均値 0.004 0.002 － －

日平均値が0.04ppmを超えた日数 (日) 0 0 － －

１時間値が0.1ppmを超えた時間数 (時間) 0 0 － －

日平均値 0.019 ～ 0.035 0.017 ～ 0.033 － －

期間平均値 0.024 0.022 － －

日平均値が0.06ppmを超えた日数 0 0 － －

日平均値 0.006 ～ 0.027 0.004 ～ 0.026 － －

期間平均値 0.015 0.014 － －

日平均値が0.1mg/m3を超えた日数 (日) 0 0 － －

１時間値が0.2mg/m3を超えた時間数 (時間) 0 0 － －

日平均値 0.8 ～ 1.9 0.5 ～ 1.7 － －

期間平均値 1.3 1.0 － －

風　向 最多風向 16方位 NW NNE － －

（堺基地　令和7年2月調査結果）

測　　定　　点

調　　　　査　　　　日

総交通量 (台)

(台)

廃　棄　物　車　混　入　率

交通量
(8:00～

　18：00）

調　　　　査　　　　日

廃棄物
車　数

(dB)

騒音・振動
(8:00～

　18：00）

風　速 (m/s)

二酸化
窒　素

浮遊粒子
状 物 質

大 気 質

調　　　　査　　　　日

(ppm)

(ppm)

(日)

二酸化
硫　黄

日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm
以下の日数

－0 0 －

(mg/m3)
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表３－２  交通量調査結果  

 

大型車
大型車

以外
合計

大型車

混入率

（％）

全車両
大型車

以外

廃棄物

車/全

車両

注2） LA5 LA50 LA95 LAeq L10 L50 L90

8:00 570 1,638 2,208 25.8 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
9:00 1,172 1,098 2,270 51.6 8 0 0.4 0.7 － － － － － － － －
10:00 1,406 1,236 2,642 53.2 2 0 0.1 0.1 － － － － － － － －
11:00 1,122 1,164 2,286 49.1 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
12:00 1,017 918 1,935 52.6 3 0 0.2 0.3 － － － － － － － －
13:00 826 1,020 1,846 44.7 4 0 0.2 0.5 － － － － － － － －
14:00 1,270 1,038 2,308 55.0 4 0 0.2 0.3 － － － － － － － －
15:00 751 1,260 2,011 37.3 1 0 0.0 0.1 － － － － － － － －
16:00 810 1,578 2,388 33.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 444 2,610 3,054 14.5 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

9,388 13,560 22,948 － 22 0 － － － － － － － － － －
939 1,356 2,295 40.9 2.2 0 0.1 0.2 － － － － － － － －

8:00 259 768 1,027 25.2 1 0 0.1 0.4 － － － － － － － －
9:00 403 834 1,237 32.6 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
10:00 457 1,002 1,459 31.3 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
11:00 457 756 1,213 37.7 1 0 0.1 0.2 － － － － － － － －
12:00 390 1,038 1,428 27.3 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
13:00 398 972 1,370 29.1 2 0 0.1 0.5 － － － － － － － －
14:00 534 846 1,380 38.7 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
15:00 486 1,320 1,806 26.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
16:00 312 942 1,254 24.9 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
17:00 276 1,512 1,788 15.4 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

3,972 9,990 13,962 － 6 0 － － － － － － － － － －
397 999 1,396 28.4 0.6 0 0.0 0.2 － － － － － － － －

8:00 501 1,657 2,158 23.2 4 1 0.2 0.6 － － － － － － － －
9:00 979 1,032 2,011 48.7 1 0 0.0 0.1 － － － － － － － －
10:00 1,230 962 2,192 56.1 2 2 0.1 0.0 － － － － － － － －
11:00 1,057 1,176 2,233 47.3 1 0 0.0 0.1 － － － － － － － －
12:00 901 894 1,795 50.2 1 0 0.1 0.1 － － － － － － － －
13:00 678 912 1,590 42.6 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －
14:00 1,003 990 1,993 50.3 1 0 0.1 0.1 － － － － － － － －
15:00 801 936 1,737 46.1 3 0 0.2 0.4 － － － － － － － －
16:00 650 1,680 2,330 27.9 2 0 0.1 0.3 － － － － － － － －
17:00 474 2,814 3,288 14.4 0 0 0.0 0.0 － － － － － － － －

8,274 13,053 21,327 － 15 3 － － － － － － － － － －
827 1,305 2,133 38.8 1.5 0.3 0.1 0.1 － － － － － － － －

8:00 13 18 31 41.9 13 0 41.9 100.0 － － － － － － － －
9:00 41 7 48 85.4 42 1 87.5 100.0 － － － － － － － －
10:00 36 14 50 72.0 38 2 76.0 100.0 － － － － － － － －
11:00 28 2 30 93.3 30 2 100.0 100.0 － － － － － － － －
12:00 14 3 17 82.4 17 3 100.0 100.0 － － － － － － － －
13:00 25 9 34 73.5 28 3 82.4 100.0 － － － － － － － －
14:00 13 2 15 86.7 15 2 100.0 100.0 － － － － － － － －
15:00 18 2 20 90.0 20 2 100.0 100.0 － － － － － － － －
16:00 0 0 0 － 0 0 － － － － － － － － － －
17:00 － － － － － － － － － － － － － － － －

188 57 245 － 203 15 － － － － － － － － － －
21 6 27 76.7 22.6 1.7 82.9 100.0 － － － － － － － －

注:1） 総交通量は1時間値に補正したもの（一般車：10分間値×6　＋　廃棄物車：1時間値）を示し、廃棄物車数は1時間の全交通量を示す。

  :2) 総交通量（大型車）に占める廃棄物車（大型車）の混入率を示す。

  :3) 測定点№1、№2、№3の廃棄物車数については、泉大津基地への搬入車両を含む。

令和7年

2月13日

№1

 注3）

合計

平均

（堺基地周辺　令和7年2月結果）

測定点
測定

年月日

測定

時刻

振動レベル

（dB）
廃棄物車数

（台） 主な

騒音源

交通条件

令和7年

2月13日

廃棄物車

混入率

（％）

騒音レベル

（dB）総交通量　注1）

№4

令和7年

2月13日

合計

平均

№2

 注3）

№3

 注3）

令和7年

2月13日

合計

平均

合計

平均
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大気質調査結果 

表３－３ 二酸化硫黄測定結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月12日 0.003 0.005 0.001 0.002

2月13日 0.003 0.004 0.001 0.001

2月14日 0.005 0.010 0.002 0.006

2月15日 0.004 0.006 0.002 0.005

2月16日 0.005 0.010 0.002 0.007

2月17日 0.004 0.007 0.002 0.005

2月18日 0.004 0.005 0.002 0.005

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(日)

(堺基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 No.1 No.2

項　　　　　目

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

168 168

 期　間　平　均　値 0.004 0.002

 １時間値が0.1ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.04ppmを超えた日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.005 0.002

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.010 0.007

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表３－４ 二酸化窒素測定結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月12日 0.035 0.049 0.033 0.045

2月13日 0.021 0.036 0.017 0.031

2月14日 0.031 0.043 0.027 0.039

2月15日 0.026 0.037 0.024 0.036

2月16日 0.019 0.029 0.017 0.024

2月17日 0.019 0.040 0.017 0.029

2月18日 0.020 0.034 0.018 0.029

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(時間)

(時間)

(日)

(日)

 １時間値が0.2ppmを超えた時間数 0 0

 日平均値が0.06ppmを超えた日数 0 0

 １時間値が0.1ppm以上、0.2ppm以下の時間数 0 0

 日平均値が0.04ppm以上、0.06ppm以下の日数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.035 0.033

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.049 0.045

 測　定　時　間 168 168

 期　間　平　均　値 0.024 0.022

（月）

（火）

 有　効　測　定　日　数 7 7

日

別

値

（木）

（金）

（土）

（日）

測　　定　　点 No.1 No.2

項　　　　　目

（水）

(堺基地　令和7年2月調査結果)
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表３－５ 一酸化窒素測定結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の
(ppm) 最高値(ppm) (ppm) 最高値(ppm)

2月12日 0.016 0.038 0.017 0.048

2月13日 0.012 0.023 0.007 0.012

2月14日 0.018 0.046 0.019 0.047

2月15日 0.010 0.021 0.009 0.022

2月16日 0.005 0.010 0.005 0.009

2月17日 0.011 0.039 0.008 0.019

2月18日 0.013 0.036 0.010 0.028

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm) １ 時 間 値 の 最 高 値 0.046 0.048

7

日

別

値

（水）

 有　効　測　定　日　数 7

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

 期　間　平　均　値 0.012 0.011

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.018 0.019

（木）

 測　定　時　間 168 168

測　　定　　点 No.1 No.2

項　　　　　目

(堺基地　令和7年2月調査結果)

 

 

 

表３－６ 窒素酸化物(NO＋NO2)測定結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

１時間値の １時間値の

(ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm) (ppm) NO2/NOx(%) 最高値(ppm)

2月12日 0.051 68.4 0.078 0.049 66.4 0.089

2月13日 0.033 64.6 0.049 0.024 71.4 0.042

2月14日 0.048 63.4 0.087 0.046 58.7 0.086

2月15日 0.035 72.4 0.052 0.033 73.3 0.053

2月16日 0.024 79.3 0.035 0.022 76.8 0.032

2月17日 0.030 64.5 0.079 0.025 66.4 0.048

2月18日 0.032 61.1 0.070 0.028 63.9 0.056

(日)

(時間)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

( % )

(堺基地　令和7年2月調査結果)

（日）

（月）

（火）

 有　効　測　定　日　数

測　　定　　点

項　　　　　目

日

別

値

（水）

（木）

（金）

（土）

67.1

 日 平 均 値 の 最 高 値

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.089

 測　定　時　間

 期　間　平　均　値

67.1

No.2

日平均値

7

168

0.032

0.049

 NO2/(NO+NO2)

No.1

日平均値

7

168

0.036

0.051

0.087
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表３－７ 浮遊粒子状物質測定結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

日平均値 １時間値の 日平均値 １時間値の

(mg/m3) 最高値(mg/m3) (mg/m3) 最高値(mg/m3)

2月12日 0.017 0.031 0.016 0.040

2月13日 0.011 0.040 0.013 0.050

2月14日 0.014 0.027 0.013 0.032

2月15日 0.013 0.028 0.014 0.032

2月16日 0.027 0.049 0.026 0.049

2月17日 0.014 0.041 0.014 0.049

2月18日 0.006 0.016 0.004 0.021

(日)

(時間)

(mg/m
3)

(mg/m
3)

(mg/m3)

(時間)

(日)

(堺基地　令和7年2月調査結果)

 有　効　測　定　日　数

日

別

値

測　　定　　点 No.1 No.2

項　　　　　目

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

168 168

 期　間　平　均　値 0.015 0.014

 日平均値が0.10mg/m3を超えた日数 0 0

 １時間値が0.20mg/m3を超えた時間数 0 0

 日 平 均 値 の 最 高 値 0.027 0.026

 １ 時 間 値 の 最 高 値 0.049 0.050

7 7

 測　定　時　間

 

 

 

表３－８ 風向・風速観測結果 （令和7年2月12日～2月18日） 

 

2月12日 （水） 1.0 2.0 ENE E 0.7 1.8 NNE NNE 曇時々雨

2月13日 （木） 1.9 3.6 NE N 1.7 2.8 NNE NNE 晴後曇一時雪

2月14日 （金） 1.2 1.8 NW,WNW NW 0.9 1.5 WSW,WNW WNW 晴

2月15日 （土） 0.9 1.7 NNE SSE 0.5 1.3 NNE N 晴後一時曇

2月16日 （日） 0.8 1.7 WNW WNW 0.7 1.6 W W 薄曇一時晴

2月17日 （月） 1.8 2.8 NW NW 1.5 3.0 W W 晴時々曇一時雨

2月18日 （火） 1.6 2.5 WNW NW 1.2 2.1 W,WNW WNW 晴時々曇一時雪

(日) 7 7

(時間) 168 168

(m/s) － －

(m/s) － －

(16方位) NW NNE

(堺基地　令和7年2月調査結果)
測　　定　　点 No.1 No.2

天候
項　　　　　目

風速 風速

最大風速 最大風速

7 7

注１）最多風向は、気象庁の気象観測統計指針に基づいて求めた。

 測定時間 168 168

 期間平均風速 1.3

 期間最多風向 － －

　２）表中の天候は、大阪管区気象台の観測結果（昼：6:00～18:00）から引用した。

日

別

値

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)
風向

(16方位)

最多
風向
(16方
位)

最多
風向
(16方
位)

平均
風速
(m/s) 風速

(m/s)
風向

(16方位)

1.0

 期間最大風速 3.6 3.0

 有効測定日数
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注 ) calmは静穏 (風速 0.4m/ｓ未満 )を示す。  

 

表３－９ 風向別出現頻度及び風向別平均風速 （令和7年2月12日～2月18日） 

(堺基地　令和7年2月調査結果)

出現頻度 平均風速 出現頻度 平均風速

(%) (m/s) (%) (m/s)

N 16 9.5 1.8 8 4.8 0.7

NNE 7 4.2 1.2 32 19.0 1.5

NE 5 3.0 2.3 － － －

ENE 4 2.4 1.7 － － －

E 12 7.1 1.0 1 0.6 0.9

ESE 5 3.0 0.9 － － －

SE 3 1.8 1.2 2 1.2 0.6

SSE 11 6.5 0.9 10 6.0 0.9

S 5 3.0 0.9 5 3.0 0.9

SSW 2 1.2 0.8 3 1.8 0.7

SW 7 4.2 1.3 2 1.2 0.7

WSW 4 2.4 1.1 6 3.6 1.2

W 6 3.6 1.2 27 16.1 1.5

WNW 23 13.7 1.6 22 13.1 1.3

NW 35 20.8 1.5 11 6.5 1.0

NNW 11 6.5 1.5 7 4.2 1.0

12 7.1 0.2 32 19.0 0.2

168 100.0 1.3 168 100.0 1.0

注) calmは静穏(風速0.4m/s未満)を示す。
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図３－２ 風配図と風向別平均風速 （令和7年2月12日～2月18日） 
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測定点  №１  

 

図３－３ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月12日～2月18日） 
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測定点  №２  

 

図３－４ 大気質・気象日平均値変化図 （令和7年2月12日～2月18日）
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図３－５ 大気質・気象時系列変化図 （令和7年2月12日～2月18日） 測定点 №１
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図３－６  大気質・気象時系列変化図  （令和7年2月12日～2月18日） 測定点  №２



  

  


